札幌市立大学研究論文集 第13巻 第1号 by unknown
札幌市立大学機関リポジトリ https://scu.repo.nii.ac.jp
札幌市立大学研究論文集 第13巻 第1号
雑誌名 札幌市立大学研究論文集
巻 13
号 1
発行年 2019-07-30
URL http://id.nii.ac.jp/1261/00000181/
13SCU JOURNALOF DESIGN & NURSING2019　
札幌市立大学研究論文集
第13巻 第1号
ISSN　1881-9427
●大学本部・デザイン学部・デザイン研究科 ： 〒005-0864 札幌市南区芸術の森１丁目  ●看護学部・看護学研究科・助産学専攻科 ： 〒060-0011 札幌市中央区北11条西13丁目
 S
C
U
 J
O
U
R
N
A
L
      O
F
 D
E
S
IG
N
 &
 N
U
R
S
IN
G
 2
0
1
9
  V
o
l.1
3
, N
o
.1 　
13
札
幌
市
立
大
学
研
究
論
文
集
第13巻 第1号
2019 年 7 月

目 次
原著論文
「まちの健康応援室」有資格ボランティアとの協働による健康支援活動
─「まちの健康応援室」継続利用による効果検証─ 3
原井 美佳，近藤 圭子，本田 光，小坂美智代，伊東健太郎，松永 康佑，金 秀敬，
菊地ひろみ
研究報告
地域資源を活用したストリートファニチャー
─札幌市の西⚒丁目地下歩道の賑わいを目的としたストリートファニチャー─ 17
金子 晋也
札幌市の病院における研修実施状況と中堅看護師の受講実態
─看護コンソーシアムにおける中堅看護師支援に向けて─ 27
矢野祐美子，Ṥ之津淳子，藤井 瑞恵，田中 広美，Ṥ口 春美，勝見 真澄，中村 惠子
研究ノート
フレーム・ピクセル情報に基づく映像構成要素の変換による非現実的な実写映像生成表現手法 37
藤木 淳
質的研究におけるテキストマイニング活用の利点と留意点
─活用研究の検討と頻出単語の特徴をもとに─ 47
町田佳世子
パラッツォ・デル・テの「ムーサたちのロッジア」の図像分析
─ 16 世紀マントヴァ宮廷におけるオルフェウス神話の受容─ 55
望月由美子
投稿要領 71
編集後記
SCU ジャーナル編集ワーキング長 川村三希子 75
Contents
Original Article
Evaluation of collaborative health promotion and support with medical professional volunteers
to provide the continuous use of “Town spot for health support” as health counseling room
in the community 3
Mika Harai, Keiko Kondo, Hikaru Honda, Michiyo Kosaka, Kentaro Ito, Kousuke Matsunaga,
SuKyoung Kim, Hiromi Kikuchi
Research Reports
The street furniture making use of local resources:
The street furniture intended for a lively scene of the underground passage at Nishi 2 chome
in Sapporo 17
Shinya Kaneko
Reality in training of experienced nurses at hospitals in Sapporo City:
For supporting experienced nurses in a nursing consortium 27
Yumiko Yano, Atsuko Hinotsu, Mizue Fujii, Hiromi Tanaka, Harumi Higuchi, Masumi Katsumi,
Keiko Nakamura
Research Notes
Expression techniques to produce unrealistic real video images based on transforming video
elements by using frame or pixel information 37
Jun Fujiki
Advantages and points to consider when applying quantitative text mining to qualitative
Japanese text data:
Based on a literature review of recent studies and linguistic features of Japanese words 47
Kayoko Machida
An iconological analysis of the “Loggia delle Muse” in the Palazzo del Te:
The receptiveness of the orphean myth at the Mantuan Court in the sixteenth-century 55
Yumiko Mochizuki
Instructions for Authors 71
Editorʼs Note
Mikiko Kawamura, Editorial Working Group Director 75
「まちの健康応援室」有資格ボランティアとの協働による健康支援活動
―「まちの健康応援室」継続利用による効果検証―
原 井 美 佳1) 近 藤 圭 子1) 本 田 光1) 小 坂 美智代2)
伊 東 健太郎1) 松 永 康 佑3) 金 秀 敬3) 菊 地 ひろみ1)
1)札幌市立大学看護学部，2)元 札幌市立大学看護学部，3)札幌市立大学デザイン学部
抄録：本学は，2013 年度に文部科学省の地(知)の拠点整備事業(大学 COC〈Center of
Community〉事業)に採択された．これを受け，2015 年⚙月より，保健・医療・福祉の専門資
格を持つボランティアと共に『まちの健康応援室』を運営し，地域住民に健康支援活動と出
張活動を行ってきた．本研究は，地域住民が『まちの健康応援室』を継続利用することの効
果を検証し，今後の活動の示唆を得ることを目的とした．2017 年⚔月～2018 年⚑月を調査
期間として，A 市の地域住民 39 人に，月に⚑回来室してもらい，血圧値，体組成値，足趾力，
握力，骨密度を測定し，結果についてフィードバックを行った．また，健康関連 QOL 評価尺
度 SF-8TM をはじめとする質問紙による回答を得た．その結果，各測定値に有意な変化はみ
られなかったものの，いずれの値も維持できており，さらに健康関連 QOL 評価尺度 SF-8TM
の全体的健康感の項目に有意な上昇がみられた．また，自由記述の内容を質的に分析した結
果，まちの健康応援室班の教員と有資格ボランティアは対象者へ多岐にわたる相談支援活動
を行い，対象者が自らの体調管理と健康維持の取り組みを継続するにあたり，『まちの健康応
援室』の継続利用は有用であると感じていることが示された．以上のことから，『まちの健康
応援室』を継続して利用してもらうことは，対象者の健康を維持するうえで有効な機会であ
り，大学の資源を活用した地域貢献活動としての意義が示唆された．
キーワード：まちの健康応援室，有資格ボランティア，継続利用，効果検証
Evaluation of collaborative health promotion and support with medical
professional volunteers to provide the continuous use of “Town spot for
health support” as health counseling room in the community
Mika Harai1), Keiko Kondo1), Hikaru Honda1), Michiyo Kosaka2),
Kentaro Ito1), Kousuke Matsunaga3), SuKyoung Kim3), Hiromi Kikuchi1)
1) School of Nursing, Sapporo City University 2) School of Nursing, Sapporo City University formerly
3) School of Design, Sapporo City University
3SCU Journal of Design & Nursing Vol. 13, No. 1, 2019
SCU Journal of Design & Nursing Vol. 13, No. 1, pp.3-15, 2019
Abstract: After initiating Center of Community Project funded by Ministry of Education,
Culture, Sports, Science and Technology (2013), our university collaborated with volunteers
specializing in health and medical care and welfare to provide a “Health counseling room in
the community, ” which offers support for health promotion to local residents in the
community. This study aimed to evaluate the continuous use of the “Town spot for health
support” as a health counseling room in the community and to obtain suggestions for future
activities from local residents. Between April 2017 and January 2018, 39 local residents of City
A visited our room monthly, where blood pressure, body composition, toe power, grip
strength, and bone density were measured. We provided feedback to the participants
⚑．緒言
⚑)研究の背景と目的
わが国では，生涯にわたり住み慣れた地域で，
自分らしく暮らし続けていくための，地域包括ケ
アシステムが推進されている．地域包括ケアシス
テムにおいては，介護保険制度や福祉事業といっ
たフォーマルサービス以外の，地域住民の支え合
いである互助の発揮が期待されている1)．
地域に開かれた健康相談事業の先行事例である
『まちの保健室』は，日本看護協会が 2000 年から
開設した地域住民のための健康相談の場であり，
看護職がボランティアとして地域に出向いて相談
活動を行なうものとして，都道府県単位で実施さ
れている2)．また，『暮らしの保健室』は，2011 年
に白十字訪問看護ステーションが東京都新宿区に
開設した医療相談室であり，訪問看護師が常駐し，
ボランティアと共に地域の見守りや医療相談を
行っている3)．これら先行事例のように，専門資
格の有無を問わず，ボランティアが地域に出向い
て健康支援や介護予防活動を行うことは，コミュ
ニティの衰退が懸念される地域社会におけるネッ
トワークのひとつとして貴重な取り組みと言え
る．本学 COC 事業のひとつである『まちの健康
応援室』は，2015 年⚙月に COC キャンパス(COC
事業のため整備したキャンパス)で活動を開始し，
有資格ボランティア 16 名が，『まちの健康応援室』
を運営する教員(以下，まちの健康応援室班の教
員)と共に，地域住民に健康支援活動を行ってき
た．これまで，看護系大学による地域住民への健
康支援活動は，看護協会との提携事業としての実
践例が報告されている4) が，本事業のように大学
教員と有資格ボランティアが協働して，常設的に
健康支援活動を行う取り組みの報告を見出すこと
はできない．
このように大学の資源である教育力を活かし，
地域のネットワークのなかで，有資格ボランティ
アと協働する取り組みは，今後の互助の活動形態
のモデルになり得ると考える．特に，COC 事業
終了後に『まちの健康応援室』を発展的に継続さ
せていくためには，『まちの健康応援室』の活動が
市民の健康の維持増進に実質的に関与しているか
どうか検証する必要がある．以上より，本研究で
は，地域住民の『まちの健康応援室』の継続利用
による効果を検証し，地域の人々にとって，より
有効な活動のための示唆を得ることを目的とし
た．
⚒)『まちの健康応援室』の活動概要
『まちの健康応援室』では，設置の機器で対象者
の健康チェックと生活上のアドバイス，健康相談
や医療相談などを実施している．また，行政や町
内会などの要請に対応するため，本学学生と協力
して地域に出向いて『まちの健康応援室』の活動
を行ってきた．
活動体制は，『まちの健康応援室』班の教員⚘名，
保健師，看護師，管理栄養士，薬剤師など，国家
資格をもつ有資格ボランティア 16 名から構成し
た．また，助産学専攻科の教員が助産師として活
動に参画した．教員と有資格ボランティアが⚒名
一組で担当できる日の 13 時～16 時に開室し，ス
タッフの専門性に基づいて，『保健師の日』『助産
師の日』『薬剤師の日』『管理栄養士の日』『こころ
の日(精神看護師の日)』を設けている．
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regarding their results. Additionally, participants responded to a questionnaire on health-
related quality of life evaluation scale SF-8TM, the effects on their physical condition, and the
ongoing use of our room since the last visit. A significant increase in the item related to
overall health condition in the health-related SF-8TM evaluation was noted, whereas the other
measured scales showed no significant changes. Qualitative analysis of the free description
content revealed that volunteers and teachers were providing a wide range of support to
visitors. The participants who received support spoke about their physical condition and the
usefulness of our room in the community, and continued efforts made to maintain health.
Thus, the continuous use of “Town spot for health support” as a health counseling room was
effective for participants to continue their physical condition management and health
maintenance efforts.
Keywords: Town spot for health support, Volunteers specializing in health and medical care
and welfare, Continuous use, Evaluation
開室日数は，2015 年のオープン以降 2018 年 12
月末迄で 285 日，⚑ヶ月の平均は 10.6 日である．
来室者の延べ人数は 979 名で，⚑ヶ月の来室者数
は平均 36.5 名，⚑回の開室につき平均 3.4 名で
ある．
『まちの健康応援室』の活動について，本学
COC 事業の『まちの健康応援室』の活動の内容や
成果について理解してもらう目的で，活動ポス
ターを製作・公開した．ポスターから『まちの健
康応援室』で行われている活動や雰囲気が伝わる
よう，まちの健康応援室班の教員と有資格ボラン
ティア(以下，スタッフ)が実施した健康相談や医
療相談の様子を撮影した画像を用い，A 2 サイズ
のパネルで制作・発信した．活動ポスターの製作
において，重要視したことは，情報伝達より情報
共有であったため，文字媒体による説明を最小限
にし，パノラマ式にすることで，活動内容の全体
が一目で伝わるようデザインした．
⚒．研究方法
⚑)研究デザイン
本研究は，前向き観察研究である．
⚒)調査期間
調査期間は 2017 年⚔月⚑日より 2018 年⚑月
31 日であった．『まちの健康応援室』の継続利用
による効果検証のためには，季節的な変化を考慮
する必要があると考え，四季を通じた 10ヶ月間を
調査期間とした．
⚓)実施内容と所要時間
対象者には，毎月⚑回の頻度で来室し健康
チェックを受けてもらった．実施内容は，『まち
の健康応援室』に設置の機器で対象者の健康
チェックを行い，生活上のアドバイス，健康相談
や医療相談を行うことであった．使用機材は，血
圧計はオムロン社製『健太郎』，骨密度測定器はメ
ディケアー社製『骨ウェーブ』，足趾力測定器は日
新産業社製『チェッカーくん』，握力計はニホンメ
ディックス社製『MG-410』，体組成計はタニタ社
製『DC-320』を使用した．結果は複写式の記録用
紙に記載し，⚑枚目を対象者に渡した．対象者に
は測定値をグラフに記載する記録用紙を渡し，任
意で記入してもらった．一回の来室にかかる所要
時間は 30 分程度であった．
⚔)評価方法
血圧値，骨密度，足趾力，握力，体組成(体脂肪・
筋肉量・骨量・BMI)については，各測定値をデー
タとした．
健康関連 QOL 評価尺度 SF-8TM (以下，SF-8)
は，自己記入式質問紙の回答をデータとして用い
た．SF-8 は，健康の⚘領域を測定することがで
きる⚘項目の質問から構成され，回答時間に⚑～
⚒分を要する尺度である5)．本尺度の使用にあ
たっては，著作権を有する iHope International 株
式会社へ尺度使用の登録を申請し許諾を得た．対
象者の対応にあたったスタッフは，対象者への支
援の実際，および対象者の関心事と取り組みにつ
いて記録用紙に記録した．対象者がとらえる継続
利用の役立ち感については，来室ごとに対象者自
身に記載してもらう自己記入式質問紙の自由記述
回答をデータとした．
⚕)対象者
『まちの健康応援室』に継続的に来室可能で，研
究の趣旨に同意を得られる地域住民おおよそ
30～40 名を目標に募集を行った．研究依頼は，以
下⑴～⑶の方法で行った．
⑴ 出張型まちの健康応援室における協力依頼
2016 年 10 月～2017 年⚓月に，『まちの健康応
援室』が町内会などの各地域に出向いて健康相談
等を実施する『出張型まちの健康応援室』の参加
者に，研究依頼書とチラシを用いて説明し協力を
依頼した．チラシはレーダーチャートを中央に配
置し，計測したスコアを分析対象とする意図を示
すほか，高齢者向けに文字の視認性に配慮した．
⑵ 通常開室時の来室者への協力依頼
2016 年 10 月～2017 年⚓月の期間に，『まちの
健康応援室』の通常開室に来室した利用者へ研究
依頼書とチラシを用いて説明し協力を依頼した．
⑶ 近隣の公的施設における協力依頼
2017 年⚑月～⚓月に，近隣の公的施設の窓口に
研究依頼書とチラシの配架を依頼した．本研究へ
の参加意向がある場合には，研究協力意向書を個
人情報が保護できる返信用封筒を用いて研究代表
者宛に郵送してもらった．研究協力意向書の到着
数が 30 に達するまで⑴～⑶による研究依頼を続
けた．
⚖)分析方法
各測定項目について，IBM SPSS Statistics25 を
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用いて記述統計を行った．年齢について，t 検定
を行った．体重，体脂肪率，筋肉量，BMI，推定骨
量，足趾力，握力には，調査の初回月(2017 年⚔
月)と最終月(2018 年⚑月)の測定値について
Mann-Whitney の U 検定で前後比較を行った．
血圧値については，春季(⚔月～⚖月)，夏季(⚗月
～⚙月)，冬季(11 月～⚑月)の⚓つの季節に測定
値を分類して一元配置分散分析(Bonferroni の多
重比較)を行った．骨密度については，A(もっと
も良い)から E(最も悪い)の⚕段階で示される測
定結果について，対象者の⚔月～⚑月までの 10ヶ
月分の判定結果の各月の A～E の回答の総数を算
出した．継続利用による役立ち感についても，⚔
月～⚑月までの 10ヶ月分の回答ごとの合計数を
算出した．なお，検定方法は正規分布か否かに応
じて選択した．有意水準は⚕％未満とした．
自由記述のデータ(対象者への支援の実際，対
象者の関心事と取り組み，対象者がとらえる継続
利用の有用性)については，前後の文脈に留意し
ながら意味を損なわないように要約し，それを
コード化し，類似するコードをまとめてサブカテ
ゴリ，次いでカテゴリを生成した．この分析のす
べての段階において，共同研究者間で検討を重ね
た．また分析結果が整理された段階で研究に参加
した有資格ボランティアにも確認してもらい，分
析結果の真実性の確保に努めた．
対象者から協力辞退の申し出があった場合には
分析から除外した．また，来室しなかった場合，
または測定する項目に欠落が生じた場合には，欠
損値として分析の対象とした．
⚗)本研究における有資格ボランティアの役割
『まちの健康応援室』は，通常と同様に，まちの
健康応援室班の教員⚑名と有資格ボランティア⚑
名の⚒名体制で従事した．有資格ボランティアの
職種の内訳は，看護師⚖人，保健師⚕人，薬剤師
⚑人，管理栄養士⚓人，精神保健福祉士⚑人であっ
た．まちの健康応援室班の教員と有資格ボラン
ティアは，研究対象者が来室した際に手分けをし
て調査項目の測定と質問紙の聞き取り，各々の専
門性に基づいて対象者の測定値や相談への助言を
行った．教員は，上記に加えて対象者の来室状況
を把握し，調査期間を通じて調査が順調に進むよ
うに来室日や物品および機材の管理と調整を担当
した．
開室日には本研究の対象者と対象者以外(一般
利用者)が区別なく来室するので，有資格ボラン
ティアに対して，対象者と一般来室者を同様の手
順で対応するように，事前に文書と口頭で研究の
趣旨と方法を説明した．この際，本研究の過程で
知り得た対象者の個人情報の守秘義務について説
明し理解を得た．
⚘)倫理的配慮
本研究は札幌市立大学倫理委員会の承認を得て
実施した(通知 No.1628-1)．対象者へ，研究目
的，方法を文書で説明し同意書を得た．10ヶ月間
に渡り，⚑ヶ月に⚑度の頻度で来室することによ
る精神的，身体的負担感が生じることが考えられ
たため，研究の参加協力は，一旦同意した後であっ
てもいつでも撤回できること，『まちの健康応援
室』へ来室したくないときは，来室しなくても良
いこと，都合により来室の日程の調整が可能なこ
とを説明した．また，回答したくない質問には答
えなくてよいこと，測定したくない項目は測定し
なくてよいことを，研究依頼時ならびに来室時に
説明し，対象者が負担感を感じることがないよう
に，また負担感を感じたときに適宜軽減できる機
会を得られるように配慮した．学会及び論文での
結果の公表において個人情報は厳格に保護される
ことを説明した．
⚓．結果
⚑)対象者の概要
対象者募集に対して 41 人が協力の意向を示し，
2017 年⚔月より調査を開始した．調査の途中で，
多忙を理由に⚒人から協力辞退の申し出があり，
この⚒人を除く 39 人を分析の対象とした．39 人
の性別は，女性 30 人(76.9％)，男性⚙人(23.1％)
であった．年齢の平均値(±標準偏差)は，全体
72.1±6.7(歳)，女性 70.8±6.4(歳)，男性 76.4±
6.2(歳)であり，男性の年齢は女性より有意に高
かった．32 人(82.1％)が COC キャンパスと同区
内に居住していた．
39 人の調査期間内の来室回数の合計は 361 回
であり，合計 361 回の健康づくり支援を行った．
来室回数の平均値は 9.3±1.3 回であり，このう
ち 26 人(66.7％)は 10 回の全てに来室した．女性
の来室回数は 9.0±1.4 回，男性は全員，10 回全
て参加した．男性の来室回数は女性より有意に多
かった(p＝0.050)．この 39 人の 10 か月分の 361
6 札幌市立大学研究論文集 第 13 巻 第 1 号(2019)
データを分析の対象とした．
⚒)女性の体組成および足趾力，握力(表⚑)
女性の⚔月(開始月)と⚑月(終了月)の体組成お
よび足趾力，握力の数値を表⚑に示す．いずれの
項目においても⚔月と⚑月に有意な変化はみられ
なかった．
表 1 女性の体組成および足趾力，握力
⚓)男性の体組成および足趾力，握力(表⚒)
男性の⚔月と⚑月の体組成および足趾力，握力
の数値を表⚒に示す．いずれの項目においても⚔
月と⚑月に有意な変化はみられなかった．
表 2 男性の体組成および足趾力，握力
⚔)季節ごとの血圧値の変動(図⚑-図⚔)
調査期間 10ヶ月のうち，⚔月-⚖月を春季，⚗
月-⚙月を夏季，11 月-⚑月を冬季の⚓季節に分類
し，性別による血圧値の平均値±標準偏差を求め
た．
女性は，季節によっても収縮期血圧，拡張期血
圧に有意な変動はみられなかった．一方，男性は
収縮期血圧において，夏季は春季(p＝0.002)およ
び冬季(p＝0.013)に比較して有意に低い値を示
していた．
⚕)骨密度
骨密度は，手関節で測定する超音波式の骨健康
測定器を用いた．判定の A は密度が高い，B は密
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図 1 女性の季節による収縮期血圧値の比較
図 2 女性の季節による拡張期血圧値の比較
図 3 男性の季節による収縮期血圧値の比較
図 4 男性の季節による拡張期血圧値の比較
度がやや高い，C は普通，D はやや密度が低い，E
は密度が低いである．女性の 10ヶ月分の測定値
をまとめ，判定結果をみたところ，A 37 人
(12.3％)，B 52 人(17.3％)，C 179 人(59.7％)，D
3 人(1.0％)であった．男性は，A 26 人(28.9％)，
B 18 人(20.0％)，C 45 人(50.0％)，D 1 人(1.1％)
であった．
⚖)継続利用による役立ち感
「まちの健康応援室の継続利用は役に立ちそう
か」(継続利用による役立ち感)に対して女性の
10ヶ月分の回答は，とても役に立ちそう 191 人
(63.7％)，まあまあ役に立ちそう 71 人(23.7％)，
どちらともいえない⚖人(2.0％)であった．男性
の 10ヶ月分の回答は，とても役に立ちそう 64 人
(71.1％)，まあまあ役に立ちそう 25 人(27.8％)
であった．
⚗)健康関連QOL評価尺度 SF-8TM
⑴ 各下位尺度(表⚓)
調査の開始月の⚔月より最終月の⚑月のスコア
が高かったものは，PF(身体機能)，BP(体の痛
み)，GH(全体的健康感)，VT(活力)であった．そ
のうち，PF(身体機能)以外は国民標準値を上回っ
ていた．また，SF(社会生活機能)，RE(日常役割
機能(精神))，MH(心の健康)については，終了時
のスコアはスタート時点より低かったものの，国
民標準値を上回っていた．SF-8 の下位尺度のう
ち，GH(全体的健康感)で有意な差がみられた(p＝
0.042)．
表 3 SF-8TM各下位尺度のスコア
⑵ 性別による各スコアの比較(表⚔)
女性の⚔月と⚑月のスコアで，RE(日常役割機
能〈精神〉，p＝0.049)，HM(心の健康，p＝0.009)，
MCS(精神的サマリースコア，p＝0.006)において
有意差があった．男性はいずれのスコアにおいて
も有意な差はなかった．
表 4 性別による各スコアの比較
⑶ 全体的スコア(表⚕)
①PCS(身体的サマリースコア)
⚔月は 47.69±7.90，⚑月は 48.71±5.45 で
あったことから，スタート時点では国民標準値で
ある 48.60±7.24 を下回っていたが，終了月には
ほぼ標準値と同様のスコアとなっていた．⚔月と
⚑月の比較では，有意な差はなかった(p＝0.875)．
②MCS(精神的サマリースコア)
⚔月は 51.35±4.87，⚑月は 50.64±4.27 であ
り，最終月の⚑月は，開始月の⚔月よりやや低い
結果であったが有意な差はなかった(p＝0.060)．
表 5 PCSとMCSの比較
⚘)対象者への支援の実際・対象者の取り組みと
関心事・対象者がとらえる継続利用の有用性
(表⚖)
対象者への支援の内容として，192 コード，17
サブカテゴリ，⚔カテゴリを生成した．以下，カ
テゴリを【 】，サブカテゴリを〈 〉，代表的な
コードを〔 〕で示す．
⑴ 【対象者が測定結果にもとづいて自身の健康
状態を理解できるよう学習を支援する】
スタッフは，〈グラフの付け方や結果の見方に
ついて説明する〉，〈データが示す意味について説
明する〉といった支援をし，さらに対象者とこの
⚑か月の生活を振り返りながら〔変化がないこと
を気にされるが，データとしては悪いものはない
ので，良い状態を維持していると説明する〕など
〈対象者の健康状態についてデータを用いて説明
する〉といった支援を行っていた．
⑵ 【対象者それぞれの健康づくりに対する思い
に共感し，支持する】
スタッフは，〔普段運動しているたまものだと
お伝えする〕など〈対象者が健康づくりに向けて
8 札幌市立大学研究論文集 第 13 巻 第 1 号(2019)
努力していることを認め支持する〉とともに，〈現
在，行っている健康づくりの取り組みを継続でき
るよう対象者の気持ちを支える〉ことを行ってい
た．一方で，健康づくりに対して過剰に気負いす
ぎると思われる対象者に対しては，〈過剰な心配
をせずに対象者の体調に応じた健康づくりに取り
組めるよう助言する〉ことや，健康応援室での測
定結果に関することだけでなく，対象者の様々な
〈健康に関する不安に寄り添う〉といった支援を
行っていた．
⑶ 【対象者の生活実態を踏まえて助言するオー
ダーメイドの保健指導を行う】
スタッフは，まちの健康応援室での測定結果の
説明を保健指導の入り口として，対象者の健康の
実態に応じて保健指導を行っていた．その具体と
しては，〈血圧の安定に向けて助言する〉，〈体力・
筋力の維持・向上について助言する〉，〈転倒予防
に向けた筋力向上について助言する〉，〈体重・体
脂肪の管理について助言する〉，〈骨粗鬆症対策，
骨の健康について助言する〉，〈食事の内容，バラ
ンス，習慣について助言する〉，〈日常的な健康管
理の工夫について助言する〉といったことであり，
対象者の生活を考慮した個別性の高い保健指導を
行っていた．
⑷ 【医療機関への受診に対するためらいを払拭
し，医師と相談する必要性を対象者が認識で
きるよう支援する】
対象者の測定結果と日常の健康状態の聞き取り
から，スタッフは対象者に受診の必要性や受診に
関する助言を行い，〔継続して血圧が高めに出て
いるので機会があれば内科に相談するとよいと説
明する〕など〈対象者が医療機関を受診できるよ
う背中を押す〉支援を行っていた．また対象者は，
健康応援室の利用を重ねるごとにスタッフの専門
性を理解し信頼を寄せるようになり，持参した健
康診断結果に関する質問に対しては〈医療機関で
受けた検査(健診)データの読み方や指示内容につ
いて説明する〉ことを行っていた．また，時には
治療中の病気のことや治療方針等についてセカン
ドオピニオンを求めることもあり，〈治療中の病
気のことや医師との関係のとり方について助言す
る〉といった支援も行っていた．
⚙)対象者の関心事と取り組み(表⚖)
対象者の関心事と取り組みとして，300 コード，
37 サブカテゴリ，⚙カテゴリを生成した．以下，
カテゴリを【 】，サブカテゴリを〈 〉，代表的
なコードを〔 〕で示す．
⑴ 【健康への関心と取り組み】
対象者は，〔体重や体脂肪が増えないように食
事量に気をつけている〕など〈健康への配慮〉や，
〔毎日運動することや歩くことを意識する〕など
〈健康管理への意識〉をもっていた．また，〈健康
への不安〉があるため，定期的にまちの健康応援
室に来室し〈骨密度測定〉を行ったり，〈記録をつ
けることによる健康状態の可視化〉に取り組んで
いた．
⑵ 【自身の血圧への関心と取り組み】
対象者は，〈血圧の変動〉や〈血圧の安定〉に関
心をもち，〔血圧チェックは自分でも朝晩してい
る〕など継続的に〈血圧測定〉を行っていた．
⑶ 【食生活の関心と取り組み】
対象者は，〈バランスの良い食生活への関心〉や，
〈健康に良い食品への関心〉をもち，〈食品への配
慮〉を行っていた．
⑷ 【自身の体重への関心と取り組み】
対象者は，〔体重の増加が気になる〕など〈体重
増加〉に関心をもち，〈体重減量への取り組み〉を
行っていた．
⑸ 【運動への関心と取り組み】
対象者は，〔まちの健康応援室に来た時から運
動を続けるようになった〕など〈運動への意識〉
をもち，〈ウォーキング〉や〈パークゴルフ〉，〈筋
力作り〉，〈スポーツジムに通う〉などに取り組ん
でいた．一方で，〔運動しても⚓日もたない〕など
〈運動継続への苦慮〉や〈運動不足への懸念〉をも
つ対象者もいた．
⑹ 【病気への関心と取り組み】
対象者の中には，〈自身がもつ病気への不安〉や
〈病気がもたらす疼痛の苦労〉があり，〈病気や疼
痛の不安からの解放〉を望んでいた．また，〔認知
症カフェや朗読講座，デイサービスに通い頭の体
操をしている〕など〈認知症予防に向けた行動〉
に取り組んでいる対象者もいた．
⑺ 【来室することの関心と取り組み】
対象者は，〔まちの健康応援室に来るのが楽し
み〕など〈来室することの楽しみ〉や〈来室の喜
び〉があり，〈来室することで健康管理に意識をも
つ〉〈来室への継続意思〉にもつながっていた．
⑻ 【成果への関心】
対象者は健康管理・維持に向けた取り組みの成
果に対し，〈成果が出たことによる喜び〉や，〈成
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果が出たことによる安心〉があった．一方で，〈成
果が出ないことへの不安〉もあった．
⑼ 【精神面に関わる関心と取り組み】
対象者は〈他の対象者との交流〉をすることに
より，〔話すことで精神的に落ち着いた〕など〈話
すことによる安心感〉がもたらされ，〈ストレスの
解消〉や〈抑うつ症状の改善〉，〈気分転換〉，〈継
続的な来室〉といったことにもつながっていた．
10)対象者がとらえる継続利用の有用性(表⚖)
対象者がとらえる継続利用の有用性として，
226 コード，13 サブカテゴリ，⚔カテゴリを生成
した．以下，カテゴリを【 】，サブカテゴリを
〈 〉，代表的なコードを〔 〕で示す．
⑴ 【測定データによって身体状態・健康状態を
客観的に把握・確認できる】
対象者は健康応援室に毎月来室して種々の測定
をすることにより，〈身体の状態，健康状態を把
握・確認できる〉，〈自分の状態・体調を客観的に
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表 6 対象者への支援の実際・対象者の取り組みと関心事・対象者がとらえる継続利用の有用性
数値で把握・確認できる〉ととらえていた．そし
て，その時々の状態を把握・確認するだけではな
く，〈測定したデータの比較ができ，健康状態の変
化を知ることができる〉ととらえていた．
⑵ 【健康応援室に行くことそのものが，健康に
向けた意識づけや運動の機会となる】
対象者は 10 か月にわたり継続的にまちの健康
応援室に来室していたが，そのことは〔毎月の来
室日とあわせて健康を意識できる〕など〈毎月健
康応援室に行くことそのものが，健康面を意識す
ることにつながる〉，〔来ることで励みになる〕な
ど〈健康応援室に行くことが，励みや楽しみにな
る〉ととらえていた．また，まちの健康応援室と
自宅の往復を〈健康応援室に行くこと自体が身体
を動かす機会になる〉ととらえる対象者もいた．
⑶ 【専門職からの助言や相談の機会をもて，そ
の関わりで安心感を得ることができる】
まちの健康応援室は，保健師・看護師・薬剤師・
栄養士などの有資格ボランティアと教員が対応し
ているが，対象者たちはその状況を〈専門家に相
談することができる〉〈健康に関するアドバイス
や助言を受けることができる〉ととらえていた．
そして，有資格ボランティアや教員との関わりは，
〔話を聞いてもらうことで安心につながる〕など
〈健康応援室での関わりで安心できる〉と感じて
いた．
⑷ 【健康への関心・意識が高まり，測定結果を健
康管理行動に役立てることができる】
対象者はまちの健康応援室の継続利用を通し，
〈健康への関心・意識が高まる〉ようになり，〔⚑
日⚑日の生活をとても意識するようになった〕な
ど〈毎日の生活に意識を向け，気を遣うようにな
る〉ととらえていた．また，〔結果がわかることで，
注意して生活を見直したりする〕〔定期的に測定
することで自分の数値がバロメーターになってと
てもよい〕など〈測定結果を健康管理に活かす〉
ことにつながっていた．そして，〔測定すること
により，次回への目標ができ励みになる〕〔結果を
見て，努力して頑張ろうと思う〕など〈計測して
結果がわかることが，励みやモチベーションにつ
ながる〉ととらえていた．
⚔．考察
⚑)『まちの健康応援室』の継続利用による効果
39 人の対象者が，10ヶ月の期間にわたり，『ま
ちの健康応援室』を継続利用したデータを分析し
た結果，対象者の評価指標(血圧値，骨密度，足趾
力，握力，体脂肪，筋肉量，骨量，BMI)に統計学
的に有意な変化はみられなかった．しかし，平均
年齢 72.1±6.7(歳)の対象者が，10ヶ月にわたり
開始月(⚔月)の値を概ね維持していたことは，対
象者の日々の努力に加えて，『まちの健康応援室』
に通うことで得た効果の可能性が示唆される．
評価指標のうち握力は「全身の総合的な筋力と
関連し，簡便かつ安全に測定できることから筋力
測定の指標として多く用いられ，男女とも加齢と
ともに低下がみられる6)」が，本研究における対象
者は男女とも年齢の平均値に該当していた．
体格的要素を示す BMI も男女とも基準値7) 内
であった．高齢者の BMI に関連して，過体重よ
りも低体重が身体パフォーマンスの制限因子とさ
れる8)．また，高齢者の BMI 低値は健康支援にお
いて注目すべき事項であるが，加齢に伴う筋肉量
減少と脂肪量増加が BMI では評価されないなど
の問題点があり，高齢者の肥満とやせは生命予後
を左右するのみならず ADL や認知機能の低下に
も影響するとされる9)．さらに加齢による脂肪量
の変化が影響しない除脂肪指数(fat-free mass in-
dex：FFMI)が高齢者の強壮・虚弱を反映する指
標として注目されている10)．これらのことから，
『まちの健康応援室』の対象者の年代に応じた，よ
り適切な評価指標を採用し，特に高齢者である対
象者の適切な栄養評価と支援の必要性があると考
える．
一方，男性の春季および冬季の収縮期血圧が夏
季に比較して有意に高い値を示していたことに，
積雪寒冷地ならではの特徴的な性差が示唆され
た．寒冷刺激に対する耐性と，その後の高血圧症
発症の関連が検討されている11) ことから，季節性
の血圧値の変動を把握し健康支援を行うことは，
『まちの健康応援室』における重要な視点と考え
られる．
⚒)健康関連QOL評価尺度 SF-8TM
⚔月と⚑月の SF-8 のスコアのうち，全体的健
康感で有意に改善がみられた．全体的健康感は，
SF-8 の⚘つの下位尺度のうち，身体的健康との
関連があるとされている12)．対象者が⚔月から⚑
月まで継続利用したことにより，毎月測定する結
果への期待や，食生活や生活習慣の見直しのきっ
かけとなり，自身の健康度自己評価が高まったと
11
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捉えることができる．
⚔月と⚑月における SF-8 のスコアのうち女性
の日常役割機能(精神)，心の健康，MCS で有意差
があったことから，継続利用により仕事や普段の
活動への心理的影響や，心の健康状態について，
維持または向上できた結果と考えられる．
高齢者の MCS はうつ状態との関連が報告され
ている13)．全体として精神的健康に関して有意差
があったことは，健康応援室の継続利用によって
自身の健康への取り組みについてのアドバイスを
受けたり，知識を深める機会として精神的健康を
維持・向上するアプローチとなった結果，健康支
援の一助となったと考えられる．近年は核家族化
がさらに進み，独居高齢者も増加していることか
ら，家族との関係性，近隣との関係性が希薄にな
り，気軽に話ができる人がいない，何でも話せる
友人・知人が近くにいない高齢者も増えている．
そのような中，この『まちの健康応援室』は気軽
に立ち寄り，健康チェックをきっかけとしてコ
ミュニケーションがはかれる場として住民の身近
なインフォーマルサポートの役割を担っていると
考える．
男女別にみると，男性ではいずれのスコアにお
いても有意差はなかった．このことは，まず男性
の対象者数が少なかったことの影響が考えられ
る．男性は介護予防事業などの健康教室への参加
率が低く，男性の好む活動は知識の獲得や生産的
活動，目的意識が明確であること，女性では茶話
などのサロンを好む傾向が示されている14)．この
ことから，男性は『まちの健康応援室』を知識の
獲得というよりも，サロン的な意味合いと捉え，
対象者が少なかった可能性も考えられる．一方，
女性の利用者の多くは友人同士で誘い合って来室
する様子からも交流の意味合いやスタッフとのコ
ミュニケーションの場として好みの傾向が合致し
た結果とも捉えることができる．
『まちの健康応援室』は健康への意識が高い人
が多く利用している可能性がある．今後は，性別
を問わず地域住民の健康の底上げとなるような取
り組みが必要である．都市部の高齢者では地縁的
組織への参加が少ないことが示されており15)，地
域特性や性差を考慮し，より住民が活用できる取
り組みを検討していく必要性が示唆された．行政
機関とも連携し，地域に根付いた健康支援活動を
展開していく必要がある．
⚓)有資格ボランティアと教員による継続的な健
康づくり支援
本研究により，スタッフによる継続的な健康づ
くり支援の内容として，【対象者が測定結果にも
とづいて自身の健康状態を理解できるよう学習を
支援する】，【対象者それぞれの健康づくりに対す
る思いに共感し，支持する】，【対象者の生活実態
を踏まえて助言するオーダーメイドの保健指導を
行う】，【医療機関への受診に対するためらいを払
拭し，医師と相談する必要性を対象者が認識でき
るよう支援する】の⚔つのカテゴリが得られた．
『まちの健康応援室』におけるスタッフによる活
動は，『まちの健康応援室』に設置の各種測定機器
の活用を保健指導のきっかけとして，その測定結
果の説明だけに留まらず，対象者や家族の生活と
健康に関する相談，治療に関する不安や心配ごと
に寄り添っていた．宇野ら16) は，『まちの保健室』
活動をしている看護職者がその活動において，豊
かなケアや確かな信頼関係を大切にしながら活動
していることを報告しており，本学のまちの健康
応援室の活動においても具体的な健康づくりの支
援を通して，対象者との信頼関係を育んできたこ
とが推察される．さらに，このように対象者との
継続的な関わりによって構築された信頼関係によ
り，スタッフは医療機関への受診や医師との相談
の仕方など，セカンドオピニオンのような役割も
果たすようになっていったと推察される．
『まちの保健室』活動については，他大学の活動
例も報告されている17) が，本学の特色は教員だけ
でなく，一般の有資格ボランティアが参加してい
ることにある．また，その職種も看護師だけでな
く保健師，管理栄養士など多彩である．
2015 年度の介護保険制度改正において，地域包
括ケアシステム構築に向けて，公的サービスだけ
でなく地域ボランティアが介護予防や生活支援に
参画することが明示されている．先述したよう
に，大学の教育力と専門職ボランティアの知識や
スキルを近隣住民の健康支援に活かす地域貢献活
動はこれまで報告がなく，地域包括ケアシステム
構築に向けた地域ボランティア活動の先駆的取り
組みとして特色をもつと考える．
藤井ら18) は，『まちの保健室』活動の今後の展開
として健康相談だけでなく，住民の集いの場やグ
ループ支援を取り入れた活動も提案している．本
学の『まちの健康応援室』の活動においても，多
彩な人材の強みを生かした新たな活動を創出して
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いくことが期待される．
⚔)対象者の関心事と取り組み
対象者は，各々健康への関心をもってまちの健
康応援室への継続利用に取り組んでいた．具体的
には，健康への配慮や，健康管理への意識，健康
への不安などであった．継続利用により，骨密度
測定や血圧の変動，血圧の安定について確認でき
ることや，食生活や体重管理について助言を受け
ることで，運動への関心や取り組みにつながり，
そのことが継続した来室につながっていたと推察
される．また，自身の病気への不安や疼痛などに
よる生活上の困難に関する相談では，病気や疼痛
に対する不安や葛藤，悲嘆等のコントロールが十
分に行えないため，看護師や保健師の資格を持つ
専門的な知識をもつスタッフによる傾聴や助言の
有用性を感じて継続して通所しているものと推察
された．総じて健康意識の向上や体重管理に成果
が出たことによる喜びや，安心感が対象者の自信
や今後の取り組みの目標となり，『まちの健康応
援室』の継続利用につながっているものと推察さ
れる．その他の対象者の関心としては，他者との
交流やストレス解消，抑うつ症状の改善，気分転
換などであった．吉川19) は，「同世代の高齢者が
語り，価値観を共有する，受け入れてもらえると
いう交流の場は，居場所を作る支援に有効である」
と述べており，『まちの健康応援室』は，地域の高
齢者の互助や連携，精神面のサポートの役割も果
たしていたと推察される．
⚕)対象者がとらえる継続利用の有用性
対象者は，『まちの健康応援室』を継続利用する
ことで自身の状態を把握・確認でき，健康に向け
た意識づけの機会，専門職から助言や相談の機会
になるととらえていた．特に健康チェックによる
測定値という客観的データは，自身の状態や比較
による変化を把握することにおいて有効に働き，
健康管理に向けた意識づけにつながっていたと考
える．辛島20) の高齢者の健康管理に関する研究で
は，セルフモニタリングは課題発見や意識の変化，
行動の動機付けからなる自己観察の機能を有して
いたと報告しているが，本研究においては測定
データの提示とフィードバックが，セルフモニタ
リングの一助になっていたと推察される．そし
て，看護職である教員と有資格ボランティアから
の助言や相談は，情報の獲得だけではなく，その
関わりから安心感を得ており，心身両面からのサ
ポートとして機能していたといえる．
これらの機能は，日常生活に意識を向け，健康
への関心・意識が高まるといった意識の変化とと
もに，測定結果をもとにした生活の振り返りや食
生活・運動の調整といった健康管理に向けた行動
の変化をもたらしたと考える．兵庫県看護協会が
主催する『まちの保健室』を利用した住民を対象
とした研究21) では，『まちの保健室』を来室するこ
との効果として安心情報の入手健康を意識する行
動を支援できると報告しているが，『まちの健康
応援室』でも同様の効果がもたらされたと推察さ
れる．
以上より，対象者は『まちの健康応援室』を継
続利用することで健康管理に向けての心身両面か
らの支援を受け，‘健康管理の主体は自分である’
との自覚と意識化，健康管理行動の変化へとつな
がったのではないかと考えられ，『まちの健康応
援室』を継続利用することの有用性が示唆された．
⚕．研究の限界と今後の展望
本研究は 39 人の対象者の 10ヶ月間の限られた
データであること，女性の割合が多いことから結
果を一般化するには至っていない．また，対象者
がとらえる継続利用の有用性について，来室ごと
に対象者自身に記載してもらう自己記入式質問紙
の自由記述回答をデータとしたことから，対象者
とまちの健康応援室の教員，有資格ボランティア
との関係性が影響した可能性がある．さらに，対
象者の受診行動とそれに伴う治療の効果，健康教
育や地域活動への参加など健康意識や行動に影響
する機会の影響を排除することはできず，本研究
の結果がまちの健康応援室の継続利用の効果と言
い切るには限界がある．しかし，地域住民が有資
格ボランティアと大学教員の協働による『まちの
健康応援室』を継続利用する効果の一部を把握す
ることはできたと考える．
今後は，本研究による『まちの健康応援室』の
継続利用による効果をふまえながら，対象者の健
康に関する意識や健康行動に対して，より一層の
支援ができる地域に根差した『まちの健康応援室』
として発展的に活動を継続していくことが求めら
れる．本研究成果の具体的な活用として，これま
で『まちの健康応援室』に比較的アクセスが少な
かった地域住民への啓発活動に活用し，その継続
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利用につなげていくこと，また，学生の地域保健
活動への関心を涵養する資料として活用すること
が期待される．
⚖．結論
⚑)対象者が，『まちの健康応援室』を 10ヶ月間継
続利用したことによる体組成，握力，足趾力，骨
密度など健康指標値に有意な変化はみられなかっ
た．しかし，⚔月(開始月)から⚑月(終了月)まで
いずれの健康指標値も維持されていた．
⚒)女性は季節によって収縮期血圧，拡張期血圧
ともに有意な変動はみられなかった．男性は収縮
期血圧において，夏季は春季および冬季に比較し
て有意に低い値を示していた．
⚓)健康関連 QOL 評価尺度 SF-⚘TM 全体的健康
感に有意な上昇がみられた．特に，女性において
精神的健康に有意な上昇がみられた．
⚔)有資格ボランティアとまちの健康応援室班の
教員は対象者へ多岐にわたる支援を行っていた．
その結果，対象者は，自身の健康について関心を
持ち，継続利用による有用性の効果を実感して，
健康を維持するための取り組みを行っていた．
⚕)『まちの健康応援室』の継続利用は，対象者の
健康を維持するうえで有効な機会であるといえ，
大学の資源を活用した地域貢献活動の機会として
地域により浸透させていくことの意義が示唆され
た．
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地域資源を活用したストリートファニチャー
―札幌市の西⚒丁目地下歩道の賑わいを目的としたストリートファニチャー―
金 子 晋 也
札幌市立大学デザイン学部
抄録：本研究は，札幌市の西⚒丁目地下歩道に当地区の価値創造に資するような，地域資源
を顕在化させた空間及びストリートファニチャーのデザイン研究を実施するものである．研
究では，先行事例の検証とプロトタイピングの手法を参考として，ストリートファニチャー
のあり方を検証した．また，実施制作のための CAD-CAM を採用して⚕分の⚑スケールの
模型を作製し，実施の制作方法についても提案を行った．プロトタイピングや CAD-CAM
によるデザインは，積雪寒冷地である札幌市のものつくりのあり方を示したと考える．本研
究の成果は，2018 年⚙月に開通した西⚒丁目地下歩道に設置されている．
キーワード：ストリートファニチャー，地域資源，歩行者，都市空間
The street furniture making use of local resources:
The street furniture intended for a lively scene of the underground passage at
Nishi 2 chome in Sapporo
Shinya Kaneko
School of Design, Sapporo City University
Abstract: This study intends to contribute to the creation of value in the area around the Nishi
2 chome underground passage by implementing design research on street furniture and on
spaces that make local resources tangible. This study references inspection and prototyping
methods of previous cases to examine the state of street furniture. Additionally, a 1/5-scale
model was created using a CAD-CAM for implementation production to make proposals for
implementation production methods. Prototyping-based design and CAD-CAM design were
thought to illustrate the process of making things in the city of Sapporo, which is located in a
cold and snowy region. The results of this study were installed in the Nishi 2 chome
underground walkway, which was opened in September 2018.
Keywords: Street furniture, Local resources, Pedestrian, Urban space
⚑．緒言
ニューヨークのタイムズ・スクエアは，かつて
は巨大な屋外広告と大量の車両に埋め尽くされた
空間であったが，2009 年から自動車を排除し歩行
者が安心して歩くことができる街路空間を復興し
ている．また，メルボルンのレーンウェイは，幅
が狭くエアコンの室外機やゴミ箱などしかなかっ
た路地であったが，2001 年からメルボルン市が壁
面を整理しカフェなど人間の滞留空間を誘致する
ことで，都心部に歩行者が行き交い賑わいのある
都市空間となっている(1)．2000 年代以降の都市デ
ザインをみると，屋外での人間のアクティビティ
を活性化することによって都市を再生する事例に
注目することができる．これらは，20 世紀初頭の
モータリゼーションから，人間のコミュニケー
ションを主体とした都市デザインへのパラダイム
シフトとして現代的な都市デザインのあり方を示
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している．
日本では，1960 年代以降に〈町づくりの手法〉
として道空間に着目した都市デザインの研究(2)
や，1969 年の旭川市の歩行者天国，2007 年から実
施されている那覇市のトランジットモールなどの
自動車規制の実践もみられるようになった．
しかし，歩行者専用の都市空間が定着した事例
は少ない．日本においては，歩行者空間は都市再
開発と併せて計画されることが多いといえる．例
えば，渋谷駅周辺開発プロジェクトのように複合
用途の高層ビルと周辺地区が一体となり街の賑わ
いを創出することを目的としたプロジェクトがみ
られる．ここでは，渋谷駅中心地区まちづくり指
針における歩行者回遊性の向上の方法として，
アーバン・コアやスカイウェイなど立体的な歩行
者空間を可視化する手法が示されている．
札幌市では 2011 年に札幌駅前通地下歩行空間
(チ・カ・ホ)が開通し，単に冬季の歩行空間の機
能だけでなく，「さっぽろ・北海道の魅力発信」を
推進するなど積雪寒冷地における都市空間のあり
方を示した．また，2018 年にさっぽろ創世スクエ
アが竣工し，将来的には札幌市民交流プラザと札
幌市役所本庁舎，札幌市営地下鉄大通駅，札幌駅
を接続する歩行者空間のネットワークが構築され
る．そのことにより，チ・カ・ホを中心とした北
海道全域の様々な地域資源の情報発信の場として
も位置付けられると考える．
本研究ではこのような背景のもと，札幌市の「西
⚒丁目地下歩道(以下，地下歩道とする)」を対象
に賑わいのある都市空間のあり方を示すことを目
的としたストリートファニチャーの計画を検討す
ることとなった．具体的には，地下歩道に計⚕箇
所のベンチ状のストリートファニチャーを設置す
るためのデザイン方針の整理と提案を行った．
地下歩道は，創世スクエアと同時に開通し，先
行するチ・カ・ホの成果を踏まえ，単に冬季や雨
天時の移動のための機能的な通路としてだけでな
く，札幌市の文化芸術意識の醸成と市民交流の拠
点としての当地区の価値創造に資するような賑わ
いのある空間が求められている．また，これらの
地下歩行空間全体が北海道の地域性を体感できる
ような一体的な場として展開することが課題とい
える．そこで，当地区の価値を可視化する方法と
して，地域資源を活用したもの・ことづくりのあ
り方から賑わいを創出するストリートファニ
チャーを検証することとした．
一般に，ストリートファニチャーは，街路空間
におかれる屋外家具類を示す．本研究の提案は，
賑わいを創出することを目的としたストリート
ファニチャーであることから，そのものが与える
イメージなど形態的側面に着目し，機能的側面に
ついては寸法などを整理することで使われ方(こ
と)を考慮することとした．また，地域資源は，札
幌市および北海道に特有の原材料やその加工産業
など物質的な事柄に範囲を限定した．
⚒．研究方法
⚑)先行研究の整理
対象である地下歩行空間に着目した近年の学術
的研究，ストリートファニチャーに関する学術的
研究や近年の先行例を整理した．また，そこから
得た知見をもとにデザイン方針を整理した．
⚒)先行事例の検証
ここでは，ストリートファニチャーのデザイン
方針を整理するため，都市デザインに関する国内
外の事例を調査し，本稿ではメルボルン市の現地
調査結果を報告する(3)．調査では，都心部のスト
リートファニチャーの事例を悉皆的に調査し，地
域性や設置場所による差異を抽出することで，提
案のための指標を得た．
⚓)札幌市の地下歩行空間におけるストリート
ファニチャーの検証
大通公園駅や札幌駅周辺のストリートファニ
チャーを対象として，類似点や違いを整理した(4)．
また，札幌における地下歩行空間の人間のアク
ティビティの関係からストリートファニチャーの
活用実態を把握した．以上の検証から，地下歩道
におけるストリートファニチャーのデザイン方針
を整理した．
⚔)プロトタイピングによるデザインの検討
さらに，本研究では，デザイン行為が従来のよ
うにブラックボックスとなることを避け，デザイ
ンのプロセスがオープンであることを目標とし
た．そこで，これらの現地調査と並行して，様々
な立場の意見がストリートファニチャーのあり方
を提案できるようなミーティングを行った(5)．そ
の検討では，プロトタイピングの手法を参考とし，
ストリートファニチャーのデザインについて，素
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材や運用などのあり方と問題点について整理し
た．
⚓．調査結果
⚑)先行研究の整理
まず，対象である地下歩行空間に着目した近年
の学術的研究をみると，松本らによる「地下街に
おける歩行者の停留・滞留行動と空間条件との関
係」3) がある．これは，待ち合わせなど目的を持っ
て立ち止まる滞留行動に加え，看板やサインなど
当初は目的がなく立ち止まる停留行動を指標とし
ている．停留行動は通路型空間で発生しやすく，
広告物や行き先をみるなどの地上への出入口付
近，携帯電話の使用といった人間の行動に起因す
るものであるとしている．また，人間の行動に関
しては，樋口らによる「オープンスペースにおけ
る滞留と物的環境要素の構成に関する研究」4) が
あり，椅子などの着座装置と飲食や会話との関係
が指摘されている．同様に，木内らの「居場所の
選択とその「きっかけ」に関する研究」5) において
もストリートファニチャーと飲食の関係に着目し
ている．
これらの研究を踏まえ，本研究が対象とする地
下歩道をみると，空間の形状は通路型かつ出入口
に近く，広告物も掲載予定であることから目的の
ない停留行動が発生することが予測される．ま
た，今回提案するストリートファニチャーはベン
チなど地面に設置するデザインを想定しているた
め，飲食など短時間の滞留行動についても考慮す
る必要がある．
また，「商業地におけるストリート・ファニチュ
アに関する研究」6) では，ストリートファニチャー
の形状や配置によって空間の質にも影響を与える
ことが示されている．しかし，形状など具体的な
特性を検証した研究は少ない．
ストリートファニチャーに関しては，まちづく
りや商業的な利用など様々な先行例がみられる．
近年のストリートファニチャーのデザインコンペ
などをみると，従来の造形的な観点のみだけでな
く，人間の行動や地域的なマテリアル，運用面な
ど様々な観点から評価されている7)．
研究背景と先行研究から，地下歩行空間の人間
のアクティビティと，マテリアルや運用など地域
性を考慮したデザイン方針とすることとした．
⚒)先行事例の検証
メルボルン市は，1850 年台のゴールドラッシュ
を機に栄えた商業都市である．温帯性気候で温暖
であるが，一日の中で寒暖差が激しく天候も変化
しやすいため四季があるといわれている．都心は
ヤラ川北岸を中心に発展し，周辺にはフリンダー
ズ・ストリート駅やシティホールなど旧市街の主
要施設がある．対岸には，美術館，音楽ホール，
ショッピングモールなどの近代的な諸施設があ
る．
また，建築家のヤン・ゲールと市の協同作業に
よって 1994 年にパブリックスペース・パブリッ
クライフの調査が行われ，どのような使われ方が
あるかについて調査が継続している．その結果，
近年ではフェデレーション広場の再開発や，都市
の裏動線であったレーンウェイの再生，都心部で
は路面電車が無料で利用できるなど，歩行者空間
が拡充している．舗装やストリートファニチャー
のデザインの統一性はあるものの，それが画一的
な手法ではなく都市の局所的な場所性に対応して
いる点に特徴がある．都心部の路上では，スト
リートミュージシャンや路上アートなど様々な活
動が展開している様子がみられる．
これに対し，札幌市の事例をみると，まず官民
の境界線でデザインの方針が異なり，パッチワー
クのような都市空間を形成している点が異なる．
これは，日本各地でも同様であり，この東京駅の
地下歩行空間など典型的な事例であった．このこ
とから，賑わいを意図したデザインであっても都
市全体の特徴や地域性を反映したデザインをみる
ことは難しい．
また，本研究の課題とした地域資源のあり方に
ついても，日本国内で地場産の木材を用いたもの
などはみられるが，その形態をみると作家性がつ
よく打ち出されるものなど，必ずしも都市空間の
あり方からデザインしたと思われる事例ではない
ことが他都市の事例から明らかとなった．
そこで，本研究では都市デザインの方針が明解
にとらえられる事例として，メルボルン市のスト
リートファニチャーを対象とした調査を行った．
事前調査として，メルボルン市のドキュメント
『City of Melbourne』やヤン・ゲールの図書を参考
資料として，屋外の公共空間を調査した．
しかし，日本国内ではメルボルン市のストリー
トファニチャーに着目した報告はほとんどみられ
なかった．そこで，現地調査を行い，街路におけ
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るベンチなどのストリートファニチャーの具体的
事例を観察した．対象地区として，はじめにシ
ティホールを中心とした旧市街の事例を調査し
た．さらに，調査地域を拡大し，メルボルン博物
館，クイーンズヴィクトリア市場，国立植物園や，
ウォーターフロント再開発地区のドックランズの
ストリートファニチャーの調査を行った．
その結果，メルボルン旧市街では，写真⚑，⚒，
⚓のように，ベンチがステンレスの簀の子状のデ
ザインに統一されていた．これは，天候が変化し
やすい地域では雨水を流すなどの利点があると考
えられる．ベンチの脚は埋込式であり，接地面も
少なく座面が浮遊してみえる軽快な構造であっ
た．さらに，背もたれや座面の形状は人間の身体
に合わせた有機的な曲線であった．また，背後に
壁面がある場合は背もたれが高く，歩行者数が多
い商業地やトラム付近では背もたれが無いなど，
滞留を考慮した形状であることが分かった．
写真⚑，⚒，⚓のベンチの施工会社は，メルボ
ルン市内の会社(The Urban Design Group)であ
り，CAD によって様々な形態のシートをデザイ
ン・生産していることが分かった．
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写真 3 旧市街地のトラム付近のベンチ
写真 4 ヤラ川遊歩道のベンチ
写真 5 ヤラ川遊歩道の喫煙所ベンチ
写真 6 旧市街地住宅地のベンチ
写真 1 シティホール前のベンチ
写真 2 旧市街商業地区のベンチ
また，ヤラ川周辺や旧市街地のベンチの色彩は，
写真⚔，⚕，⚖のように設置場所や建築・自然な
どの周辺環境に合わせて変化させることが分かっ
た．
一方，旧市街から少し離れた植物園や市場など
では木製の座面が使用されているものもみられた
(写真⚗，⚘)．また，市場やドックランズではコ
ンクリートや鉄骨を用いた重厚な構造のものも多
く，都心部とは対象的なストリートファニチャー
がみられた．(写真⚙)
写真 7 植物園のベンチ
写真 8 市場のベンチ
写真 9 ドックランズのベンチ⚑
なかには，写真 10 のように装飾性に特化した
ものや，写真 11 のようにランドスケープと一体
となったものなどもみられたが，街路空間におい
てはメルボルン旧市街の事例にみられる様に意匠
性や機能性が主張しないデザインが適していると
考えられる．
本研究の与条件として⚕箇所の設置が予定され
ていることから，メルボルン旧市街の様に一定の
デザインコードを整理することにした．
写真 10 旧市街地の装飾的ベンチ
写真 11 ドックランズのベンチ⚒
⚓)札幌市の地下歩行空間におけるストリート
ファニチャーの検証
札幌市では，先述の通り 2011 年にチ・カ・ホが
開通し，それに合わせて様々な常設のストリート
ファニチャーが設置されている．そこで，大通駅
から札幌駅にかけて地下歩行空間を調べたとこ
ろ，チ・カ・ホ，小鳥の広場周辺，500 m 美術館，
札幌駅でそれぞれ異なる事例がみられた．
まず，滞留・停留行動がみられた場所としてチ・
カ・ホと小鳥の広場周辺があげられる．特に，赤
レンガテラス出入口に面する地下空間(写真 12)
に設置された木製のベンチや，小鳥の広場周辺の
ステンレスの円柱状のベンチ(写真 13)では，携帯
の操作や待ち合わせなどの行為が観察できた．こ
れらは，出入口や広場など人のたまりが出来やす
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い場所であるためと考えられる．
これに対し，チ・カ・ホの石材のベンチ(写真
14)，サッポロスマイルのロゴのベンチ(写真 15)，
札幌駅の彫刻的なベンチ(写真 16)は着座行為よ
りも，公共空間における記号性やオブジェとして
の機能が重視されていると思われる．
以上の点から，本提案では過度な作品性を目的
とせず，マテリアルは熱伝導率が低く冬季も不快
感の少ない木材を座面に使用することとした．
また，大通公園周辺の地下歩行空間におけるス
トリートファニチャーの類似点として，木材や石
材など自然素材を用いている点があげられる．
500 m 美術館においても，集成材を用いたベンチ
が設置されているなど，木材を使用した事例が多
い．木材は，札幌の地下歩行空間で多く用いられ
ている点から，周辺環境に馴染みやすいと考えら
れる．
⚔)プロトタイピングによるデザインの検討
制作における素材や運用などの問題点を抽出す
るため，異なる性質のストリートファニチャーを
提案し，その内容について検討を行なった．⚑回
目のミーティングでは，⚓案をもとにおおまかな
シルエットやイメージを検討した．
A 案(図⚑)は，FRP を素材として，草地のイ
メージした案である．近隣の大通公園や，モエレ
沼公園，田畑や牧草地を連想させる．また，断面
の角度は，人体の座る寸法を想定している．B 案
(図⚒)は，背もたれ部分のスチールのシルエット
を，様々な形態を連想させるように湾曲させた案
である．複数個を組み合わせる事により，シル
エットのまとまりや照明によって落ちる陰が地下
のインテリアを華やかにする事を想定している．
C 案(図⚓)は，彫塑的な形態をイメージした案で
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写真 12 赤レンガテラス出入口のベンチ
写真 13 小鳥の広場周辺のベンチ
写真 14 チ・カ・ホのベンチ⚑
写真 15 チ・カ・ホのベンチ⚒
写真 16 札幌駅北口地下歩行空間のベンチ⚒
ある．札幌市内に点在する現代彫刻(イサム・ノ
グチ，安田侃等)を連想させるものとした．
その結果，防犯面，形状の危険性，ストリート
ファニチャーの重量が主な課題であることが分
かった．重量についてはミーティング後の検討
で，地下歩行空間の構造から 50 kg/m2 以内とす
ることとなった．また，設置方法についても，壁
や天井には接しない構造とすることが確認され
た．また，検討の結果，イメージについてはシン
プルな B 案をもとに検討することとなった．
図 1 A案
図 2 B案
図 3 C案
⚒回目のミーティングでは，前回の指摘内容を
踏まえ，新たな⚓案をもとに検討した．D 案(図
⚔)は，簀の子状の座面とキャンチレバーの注脚
の構成とした．座面にテーパー(斜めカット)をい
れることで，軽やかな印象を創出．座面位置を高
くし，奥行きを狭くする事で簡易的な腰掛けや荷
物置きに利用できる．E 案(図⚕)は，前回の B 案
を修正した案である．幅広の座面と注脚は全てス
チールによる構成とした．シルエットを強調する
ため，各部材は溶接しシームレスな造形を意図し
ている．座面高さは通常のストリートファニ
チャーより低めに設定し，多世代の利用と多方向
へ人の向きかが向く事で様々なシーンを演出する
ことを想定している．F 案(図⚖)は，木の無垢材
の座面とスチールパイプの注脚の構成のものであ
る．座面は局率のあるテーパーで軽やかにみせ，
座る部分には窪みをつける等，触りたくなる様な
素材感を意図している．座面の印象を強くするた
め，注脚は逆 U 字のシンプルなものを仕様．座
面の高さ，奥行きは一般的なストリートファニ
チャーのベンチの寸法を踏襲している．都会の中
に暖かみのあるオブジェとしても位置付けられる
事を意図している．
図 4 D案
図 5 E案
図 6 F案
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その結果，特殊な形状については，メンテナン
スや歩行の妨げとなる点が課題であり，座面の支
持方法も検討が必要であることが分かった．
以上の調査と検討を踏まえ，本制作では F 案を
原案とし，実施案を⚓点制作することとなった．
⚔．考察
まず，シルエットは，過度な作品性を目的とせ
ず外形は地下歩行空間の矩形を採用し，空間全体
と調和するものを目指した．細部において，座面
では木材特有の加工性の高さを生かし，テーパー
をつけたりアールを持たせたりすることで，木材
の性質を生かし思わず触れてみたくなるような座
面と背板のシルエットを目指した．さらに，細部
における造形は，周囲との異化を意図している．
これらの造形意図は，都市と自然が近いという札
幌の特性にも合致すると思われる．
また，テクスチャーについて，地下歩道は，チ・
カ・ホの仕上げを踏襲し天井と壁の主なテクス
チャーがアルミ積層複合板，床面がタイル仕上げ
でグレイ調(6) という点から，注脚については天
井・壁と類似した金属系の素材とした．これに対
し，座面は木材とすることとしたため，周辺環境
を反映した注脚部分と対比的なテクスチャーとな
る．そのため，座面が周辺環境から浮遊してみえ
る視覚的効果が期待できる．
模型制作では，事前に実寸スケールでの断面ス
ケッチなどで座面の曲線を検討した手描きの図面
を，Solid Works を用いてスケッチに近似した曲
率で座面のモデリングを行った．
座面のモデリングについては，大きなくり貫き
のあるものと，波型の曲線が反復するものの⚒点
を作成した．それらを CAM 機器で掘削し，座面
の⚕分の⚑スケールの模型を作成し(写真 17)，塗
装によってテクスチャーを表現した．
柱脚に関しても同様に，Solid Works を用いて，
座面の印象が軽快になるようキャンチレバーの⚒
点支持で背もたれがあるデザインをそれぞれの座
面に提案した(図⚗，⚘)．また，波型の座面に関
しては，アーチのような形式で支持するデザイン
も併せて提案した(図⚙)．模型製作では，金工作
業によって座面の模型に取り付けた．
図 9 実施案⚓
図 8 実施案⚒
図 7 実施案⚑
⚕．結論
本研究では，先行事例とプロトタイピングの手
法により，地下歩道のストリートファニチャーの
デザイン方針を整理した．先行研究と先行事例の
調査では，事前にストリートファニチャーに関す
る様々な可能性と課題点が整理できたといえる．
特に，先進的な事例を検証することで，プロトタ
イピングのコンセプトを集約することに寄与し，
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写真 17 CCAMで掘削した座面の模型
プロジェクトの方向性を決めることができたと考
える．
また，公共的なプロジェクトにおいては，様々
な立場の意見を集約することが求められるため，
プロトタイピングの手法はある程度有効であると
いえる．一方で，この手法では，ある条件で可能
なコンセプトの許容範囲を様々な立場の主体が共
有し，デザインチームとして参加することが重要
であることが分かった．
さらに，結果を踏まえて，CAD-CAM などデザ
インのプロセスがオープンになることを考慮し模
型による提案を行った．模型制作では，手描きの
アイデアスケッチを CAD でデジタル化し，CAM
で実際の模型としてアウトプットできる点で優れ
ていると思われる．しかし，柱脚に関しては，従
来の制作工程となったため今後の改良が必要であ
る．具体的には，異なる機能やマテリアルの部材
の接合部の課題が残った．
このように，プロトタイピングや CAD-CAM
は，公共に開かれ，先端技術によって木材資源を
活用する試みであり，積雪寒冷地である札幌市の
「ものつくり」の可能性も提案したと考える．
この調査結果と制作物の提案を踏まえて，2018
年⚙月の地下歩道開通に合わせて，本研究で提案
したストリートファニチャーのうち実施案⚓をも
とに施工，設置された(写真 18，19，図 10)．
実施では，以下の方針で設計されたことが報告
された．まず，座面が道産材のナラ材とした．脚
部は剛性を保つ構造に意匠フレームを付け加える
方針とし，金物の塗装はシルバーメタリック色と
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図 10 ストリートファニチャーの三面図(1/20)
写真 18 設置された様子 写真 19 ストリートファニチャー
した．また，床が斜面になっており，脚の長さを
それぞれ設計されたが，これは何気なく収まって
いるように配慮され，長年使用される姿をイメー
ジし，安全・安心に製作された．
この様に，本研究で提案したストリートファニ
チャーは，施工段階まで一貫して，長期間の使用
が重視されており，長年その場所にある意義が多
方面から検討されたと考えられる．これは，札幌
市の文化芸術意識の醸成と市民交流の拠点として
の当地区の価値創造に資するような賑わいのある
空間の一助となったと考える．
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注
(1)これらのプロジェクトは，1960 年代からヤン・ゲー
ルによって主導されたパブリックスペースにおけ
る歩行者の行動に関する研究を背景としたもので
あり，その実践は世界各国で展開されている．文
献⚑)の『人間の街 公共空間のデザイン』では，
「一般に子供と若者はどこにでも，また何にでも座
ることができる」とし，「高齢の人たちに快適な座
り場所を提供することが特に重要である」と指摘
している．この点は，本研究においても示唆が得
られる点である．
(2)都市住宅では，早稲田大学道空間ゼミナールが
1972～74 年までの研究の一部が文献⚒)にまとめ
られている．これは，日本における街路空間の研
究として先駆的なものと思われる．
(3)現地調査は，2017 年⚙月 10 日から 13 日に行った．
(4)現地調査は，2017 年⚔月から 10 月にかけて行っ
た．
(5)ミーティングは，2017 年⚘月 30 日と 10 月 20 日
に，札幌市立大学芸術の森キャンパスで札幌市建
設局土木部道路課施設計画係の関係者と行った．
(6)タイルの色彩は，10-E 蝦夷梟(えぞふくろう)と
10-F 開拓史(かいたくし)の中間色の⚒色が採用
予定である．
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札幌市の病院における研修実施状況と中堅看護師の受講実態
―看護コンソーシアムにおける中堅看護師支援に向けて―
矢 野 祐美子1) Ṥ之津 淳 子1) 藤 井 瑞 恵1)
田 中 広 美2) Ṥ 口 春 美3) 勝 見 真 澄4) 中 村 惠 子1)
1)札幌市立大学看護学部，2)埼玉県立大学保健医療福祉学部
3)北海道医療大学看護福祉学研究科，4)市立札幌病院
抄録：札幌市立大学は 2012 年度から看護コンソーシアムの構築にむけた活動を行っている．
本研究は病院における研修実施状況や中堅看護師の受講実態を明らかにし，看護コンソーシ
アムの活動の基礎資料とすることを目的とした．札幌市内の 13 の病院に勤務する中堅看護
師と看護管理者を対象に，質問紙調査およびフォーカスグループインタビュー(以下，FGI)
を実施した．調査期間は 2015 年 12 月から 2016 年⚒月(倫理審査承認 No.1516-1)．質問紙
の回収率は中堅看護師 61.5％，看護師長 48.7％，副看護部長・看護部長 53.8％であり，FGI
に参加した中堅看護師は⚗名であった．中堅看護師研修を院内で実施していると回答した管
理者は 92.9％，中堅看護師研修の受講経験がある中堅看護師は 42.5％であった．他病院や
地域との連携が必要と回答した管理者は看護師長 100％，副看護部長・看護部長 92.9％であっ
た．看護系大学との連携が必要と回答したのは看護師長が 89.5％で最も多かった．中堅看
護師が考える自己の課題は【時間を確保する】【学習意欲や積極的な姿勢を継続させる】など
⚖カテゴリー，今後取り組みたいことは【専門性の高い知識を習得する】【組織や職種を越え
て連携する】など⚕カテゴリー，外部施設との連携は【新たな視点や情報を希求する】【目的
を持って交流する】など⚔カテゴリーであった．中堅看護師の課題やニーズと，管理者がキャ
リア支援の一環として期待する看護コンソーシアムにおける活動は合致することが示唆され
た．
キーワード：中堅看護師，継続教育，キャリア開発，看護管理者，看護コンソーシアム
Reality in training of experienced nurses at hospitals in Sapporo City:
For supporting experienced nurses in a nursing consortium
Yumiko Yano1), Atsuko Hinotsu1), Mizue Fujii1),
Hiromi Tanaka2), Harumi Higuchi3), Masumi Katsumi4), Keiko Nakamura1)
1)School of Nursing, Sapporo City University 2)Saitama Prefectural University
3)Graduate School of Nursing & Social Services, Health Sciences University of Hokkaido
4)Sapporo City General Hospital
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Abstract: Sapporo City University has been actively working to establish a nursing
consortium since 2012. The purpose of this study is to prepare basic materials for the
activities of the nursing consortium by clarifying the reality in training of experienced nurses
at hospitals. The study method included a questionnaire survey and interview of a focus
group. The survey period was from December 2015 to February 2016. Subjects included
experienced nurses, head nurses, deputy nursing directors and nursing directors working at
13 hospitals within Sapporo City. As a result, the collection rate of the questionnaire was 61.5%
⚑．緒言
札幌市立大学は 2012 年度に文部科学省の産業
界のニーズに対応した教育改善・充実体制整備事
業に選定された「産官学連携による地域・社会の
未来を拓く人材の育成(2012～2014 年度)」に参画
し，看護コンソーシアムの構築に向けた活動を開
始した．
コンソーシアムとは，共通の目的のために活動
を行う複数の個人，企業，団体から成る共同事業
体である．札幌市立大学では看護コンソーシアム
の構築，すなわち地域の看護系大学と医療施設が
連携・協働して看護専門職者の人材育成やキャリ
ア支援を行う共同体の構築を目指して活動を進め
ている．
看護コンソーシアム構築に関心を示した医療施
設の代表者と方向性や活動内容についての検討を
重ねた結果，「産官学連携による地域・社会の未来
を拓く人材の育成」事業が終了する 2014 年度に，
各組織において関心の高い中堅看護師のキャリア
支援に取り組むことが決まった．中堅看護師は看
護実践の中核的存在であり，ケアの質向上の鍵で
あるといわれている．組織にとって，その存在と
影響力は大きい．
2015 年度，看護コンソーシアムにおける中堅看
護師のキャリア支援について具体的な活動内容を
検討する中で，中堅看護師は経験知や暗黙知は
持っているものの，科学的根拠に基づいた看護が
弱いこと，自身のキャリア・デザインとワーク・
ライフ・バランスの間で看護に迷いが生じている
こと，新しい目標が見出せない，もしくは目標が
不明瞭であることなどの特徴が挙げられた．ま
た，自身を内省する機会，評価される機会が少な
く，人的交流は施設内が多いことなど，中堅看護
師を取り巻く環境や機会についても言及された．
日本における中堅看護師の特性を文献検討に
よって明らかにした小山田は，中堅看護師の能力
は「新人期より高まるものの，その発達度合いに
は個人差が大きくなることが示唆されていた1)」
としている．また，「施設の教育体制の充実度や
ライフイベントとの関係が個人差に影響している
可能性2)」に言及している．各施設における教育
体制が重要だと言えるが，能力や関心に個人差の
大きい中堅看護師を対象とする研修を企画するこ
と，キャリア支援体制を構築することは容易では
ない．
これらのことから，一施設では限界のある中堅
看護師のキャリア支援に，地域の看護系大学と医
療施設の多施設共同体である看護コンソーシアム
で取り組むことで，看護実践の理論的意味を再考
する，複数施設の看護師から刺激を得るなど，新
たな可能性が見出せると考えた．
本研究の目的は，医療施設における研修の実施
状況や中堅看護師の研修受講経験の実態を調査
し，看護コンソーシアムにおける中堅看護師支援
を検討するための基礎資料とすることである．
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for experienced nurses, 48.7% for head nurses, and 53.8% for deputy nursing directors and
nursing directors. Seven experienced nurses participated in the focus group interviews.
92.9% of hospitals responded that they conduct training of experienced nurses, and 42.5% of
experienced nurses have taken the training. Many administrators gave positive response on
the need for cooperation with other hospitals and regions, i.e., 100% of head nurses and 92.9%
of deputy nursing directors and nursing directors. Head nurses gave positive response on the
need for cooperation with nursing colleges at the highest percentage: 89.5%. There were six
categories of tasks raised by experienced nurses for themselves: [to secure time], [to keep up
with motivation to learn and positive attitudes], etc. There were four categories of what they
desire to work on in the future: [to raise specialty], [to associate with beyond organizations
and occupations], etc. There were four categories of cooperation with other facilities: [ to
aspire to have new viewpoints and information], [to exchange with purposes], etc. It was
suggested that the tasks and needs of experienced nurses are consistent with activities of the
nursing consortium expected by nursing supervisors as part of career support.
Keywords: Experienced Nurses, Continuous Education, Career Development, Nurses
Administrators, Nursing Consortium
⚒．用語の定義
⚑)看護コンソーシアム
看護系大学と医療施設が連携・協働して看護専
門職者の人材育成やキャリア支援を行う共同体
⚒)中堅看護師
中堅看護師の明確な定義は無いものの，臨床経
験年数を用いて定義しているものが多くみられ
る．小山田3) によると，最も多い定義の下限は，
臨床経験年数⚕年目である．臨床経験年数以外の
定義では，ベナー看護論の中堅にあたる者4)，役職
を持たない者5)，管理者を除く6)，病棟の中核となっ
て活躍する看護師7)，看護管理者が中堅と判断し
た者8) などがあった．
本研究においては，所属する組織において中堅
看護師と認められた者とする．
⚓．研究方法
病院における研修の実施状況や中堅看護師の研
修受講実態を把握するための質問紙調査(以下，
調査⚑)と，看護コンソーシアム活動の対象とな
る中堅看護師の置かれている状況を具体的に把握
するためのインタビュー(以下，調査⚒)を行った．
⚑)調査⚑
⑴ 研究デザイン
横断的観察研究(質問紙調査)
⑵ 研究期間および調査期間
研究期間：2015 年⚖月から 2016 年⚓月
調査期間：2015 年 12 月から 2016 年⚑月
⑶ 調査方法
①対象者
看護コンソーシアム構築に関心を示した札幌市
内の 13 の病院に勤務する中堅看護師，看護師長，
副看護部長，看護部長．なお，対象とした 13 病院
は，2012～2014 年度に「産官学連携による地域・
社会の未来を拓く人材の育成」事業に参加した医
療施設のうち，2015 年度も看護コンソーシアム構
築への継続参加を表明した医療施設である．13
病院の設置主体は独立行政法人国立病院機構，市
町村，公立大学法人，公益社団法人，医療法人，
会社など様々であり，病床数は 70～950 である．
②調査項目
属性(看護師の経験年数，現在の所属病院での
勤務年数)，病院で実施している研修，参加した経
験のある研修，キャリア形成に必要と考える連携
(選択肢提示，複数回答可)，キャリア形成に向け
取り組みたいことや課題(自由記述)．なお，中堅
看護師と管理者は異なる質問紙を用い，管理者に
は病院で実施している研修(選択肢提示，複数回
答可)，中堅看護師には参加した経験のある研修
(選択肢提示，複数回答可)について調査した．
③配布・回収
対象施設の看護部門責任者に依頼書と質問紙を
郵送し，該当者の選定と配布を依頼した．なお，
各施設における配布数は中堅看護師 10 名，看護
師長⚓名，副看護部長・看護部長⚒名とした．ま
た，質問紙の回収は，同封した返信用封筒による
郵送と各施設の留め置き法の⚒つを提示し，対象
者の任意による選択とした．
④倫理的配慮
調査の実施に先立ち札幌市立大学の倫理審査委
員会の承認を得た(通知 No.1516-1)．調査は無
記名自記式とし，個別封筒への封入による回収と
した．調査の依頼書には目的，無記名調査である
こと，回答の所要時間，自由参加の保障，回収方
法，結果の利用と公開，問い合わせ先を明記した．
⑤分析方法
回答の単純集計と，自由記述内容のカテゴリー
化を行った．
⚒)調査⚒
⑴ 研究デザイン
質的記述的研究
⑵ 研究期間および調査期間
研究期間：2015 年⚖月から 2016 年⚓月
調査期間：2016 年⚒月
⑶ 調査方法
①対象者
看護コンソーシアム構築に関心を示した札幌市
内の 13 の病院に勤務する中堅看護師．なお，対
象とした 13 病院は，調査⚑と同様であるため，調
査⚑との重複を避けて対象者を選出するよう看護
部門責任者に依頼した．
②調査項目
中堅看護師とはどのような看護師か，外部施設
との連携
③データ収集
対象施設の看護部門責任者に依頼書を郵送し，
該当者の選定と配布を依頼した．依頼書に添付し
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た返信用紙の研究者への郵送をもって対象者の参
加意思を確認した．参加に同意が得られた中堅看
護師に研究者が作成した半構成的インタビューガ
イドに基づくフォーカスグループインタビューを
行った．インタビューは参加者の同意を得て録音
し，終了後に逐語録を作成した．
④倫理的配慮
調査の実施に先立ち札幌市立大学の倫理審査委
員会の承認を得た(通知 No.1516-1)．依頼書に
目的，自由参加の保障，参加の中断や中止の権利，
インタビュー方法と所要時間，結果の利用と公開，
問い合わせ先を明記すると共に，インタビュー開
始前に再度口頭で保障される権利を説明し，同意
書への署名を得た．
⑤分析方法
逐語録を意味内容の類似性にそって質的帰納的
に分析した．
⚔．結果
⚑)調査⚑：質問紙調査
研究者への郵送と所属施設への留め置きにより
回答を得た．中堅看護師は質問紙 130 部を配布
し，80 名から回答があった(回答率 61.5％)．看
護師長は質問紙 39 部を配布し，19 名から回答が
あった(回答率 48.7％)．副看護部長・看護部長は
質問紙 26 部を配布し，14 名から回答があった(回
答率 53.8％)．
⑴ 対象の属性
看護師経験年数の平均は中堅看護師が 10.3±
5.3 ( 3.7-26.0 ) 年，看 護 師 長 は 22.8±5.9
(9.0-34.0)年，副看護部長・看護部長が 30.5±
4.6(21.8-39.0)年であった．また，管理者経験年
数の平均は看護師長が 6.8±5.4(0.7-20.7)年，副
看護部長・看護部長が 10.8±6.3(0.8-18.1)年で
あった．他病院での勤務経験がある中堅看護師は
36 名(45.0％)であった．
⑵ 病院で実施している研修
副看護部長・看護部長が自施設で実施している
とした研修は新卒者研修 14 名(100％)，プリセプ
ター研修 14 名(100％)，中堅看護師研修 13 名
(92.9％)，中途採用者研修，管理者研修，看護研
究研修が 11 名(78.6％)，臨床指導者研修，リー
ダー研修が⚘名(57.1％)であった(図⚑)．
中堅看護師研修の対象者は，⚓～⚔年目看護師
とする病院，⚘年目以上の看護師とする病院など
様々であった．また，内容もジェネラリストコー
スとしての看護倫理や，看護管理に関するものな
ど様々であった．
図 1 病院で実施している研修
⑶ 中堅看護師が受講した経験のある研修
中堅看護師が受講した経験のある研修のうち最
も多かったのは新卒者研修 76 名(95.0％)，次い
でプリセプター研修 59 名(73.8％)，看護研究研
修 42 名(52.5％)，リーダー研修 41 名(51.3％)，
中堅看護師研修 34 名(42.5％)であった(図⚒)．
図 2 中堅看護師が受講した経験のある研修
⑷ 必要と考える連携
中堅看護師が必要だと考える連携は他職種が最
も多く 69 名 ( 86.3％ )，次いで病棟間 55 名
(68.8％)，病院間 49 名(61.3％)であった．看護
師長が必要だと考える連携は，病院間，病院と地
域がともに 19 名(100％)で，次いで看護系大学 17
名(89.5％)であった．副看護部長・看護部長が必
要だと考える連携は病院間，病院と地域がともに
13 名(92.9％)と最も多く，次いで病棟間，他職種
がともに 11 名(78.6％)であった(図⚓)．
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図 3 必要と考える連携
⑸ 中堅看護師のキャリア形成における課題
質問紙の自由記述から意味内容のまとまりを単
位としてコードを抽出し，サブカテゴリー，カテ
ゴリーを形成した．以下，カテゴリーを【 】，サ
ブカテゴリーを〈 〉，コードを［ ］で示す．ま
た，キャリア形成における課題を①中堅看護師が
考える自己の課題，②看護師長および副看護部
長・看護部長(以下，管理者)が考える中堅看護師
の課題に分類した．
①中堅看護師が考える自己の課題
65 コード，20 サブカテゴリー，⚖カテゴリーで
構成された(表⚑)．⚖つのカテゴリーは【医療
チームの一員としての役割を果たす】【時間を確
保する】【学習意欲や積極的な姿勢を継続させる】
【必要な知識や技術を習得する】【見聞を広める】
【キャリア形成にむけて取り組む】であった．
中堅看護師にとって，〈リーダー役割を果たす〉，
〈後輩を指導する〉，〈他職種と連携する〉など，部
署における実践の中で【医療チームの一員として
の役割を果たす】ことは課題である．
また，［忙しい業務の中での時間調整］，［興味・
関心のある分野に取り組む時間を作る］ことが難
しいと感じており，〈時間をうまく調整する〉こと，
〈キャリアと家庭や育児を両立させる〉ことで【時
間を確保する】ことが課題だと考えていた．また，
日常の業務や生活に追われ［学習意欲が継続しな
い］，［前向きに取り組めない］とし，【学習意欲や
積極的な姿勢を継続させる】ことも課題として挙
がった．
中堅看護師は［自己研鑽］や［積極的な研修参
加］が大切だと考えており，【必要な知識や技術を
習得する】ことが課題として挙がった．具体的に
は［疾患の知識を増やす］，［アセスメント力をつ
ける］，［研修で学んだことを実践する］であった．
また，［経験した診療科が少ない］ことから［部
署異動］により〈経験や知識を広げる〉こと，〈他
病院との交流〉を通じて，自身の【見聞を広める】
ことも課題とした．〈大学進学や資格取得の準備〉
として，［家庭や職場の理解を得る］ことや［科目
履修から始める］ことを考えている中堅看護師が
いる一方で，将来の［方向性が見出せていない］
ことから，まずは［目標をもつ］ことだとし，〈自
身のキャリアを考える〉ことで【見聞を広める】
【キャリア形成にむけて取り組む】ことが課題に
挙がった．
表 1 中堅看護師が考える自己の課題
②管理者が考える中堅看護師の課題
32 コード，20 サブカテゴリー，⚗カテゴリーで
構成された(表⚒)．⚗つのカテゴリーは【自律的
な思考や行動が出来る】【社会人としての基本姿
勢を身につける】【専門職としての自覚を持つ】【事
例を通して理論と実践を結びつける】【看護観を
確立する】【リーダーシップを発揮する】【他分野
を知る】であった．
管理者は中堅看護師が［現状に振り回されるだ
けでなく，自分の将来を考える］ことが大切だと
しており，［経験による自己の学び，成長，強み，
弱みを認識］すること，［セルフコーチング］する
ことを通して【自律的な思考や行動が出来る】こ
とが課題だと考えていた．また，〈思いやりや気
遣いを持つ〉，〈積極性を持つ〉など【社会人とし
ての基本姿勢を身につける】ことや，［文献や学会
等から最近の動向を知る］こと，［自己学習や自己
研鑽］することで【専門職としての自覚を持つ】
ことが課題だとした．
部署の看護実践を牽引する立場にある中堅看護
師には【リーダーシップを発揮する】こと，〈事例
を通して看護倫理を考える〉〈他職種と事例を深
める〉〈看護研究を行う〉など【事例を通して理論
と実践を結びつける】こと，〈経験知を伝える〉〈看
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護を語る〉ことで【看護観を確立する】ことを期
待していた．
また，［他診療科，他病棟での勤務に消極的であ
る］ことを危惧し，【他分野を知る】ことが課題と
して挙がった．その一つの方法として〈地域と交
流する〉ことも挙げられた．
表 2 管理者が考える中堅看護師の課題
⑹ キャリア形成のための取り組み
質問紙の自由記述から意味内容のまとまりを単
位としてコードを抽出し，サブカテゴリー，カテ
ゴリーを形成した．以下，カテゴリーを【 】，サ
ブカテゴリーを〈 〉，コードを［ ］で示す．ま
た，キャリア形成のための取り組みを①中堅看護
師が今後取り組みたいこと，②看護師長および副
看護部長・看護部長(以下，管理者)が考える中堅
看護師が取り組むべきことに分類した．
①中堅看護師が今後取り組みたいこと
125 コード，22 サブカテゴリー，⚕カテゴリー
で構成された(表⚓)．⚕つのカテゴリーは【専門
性の高い知識を習得する】【看護実践を意味づけ
る】【キャリアアップに挑戦する】【部署の改善・
向上にむけて取り組む】【組織や職種を越えて連
携する】であった．
中堅看護師の〈院内外の研修や学習会に参加す
る〉ことへの関心は高く，〈自己学習，自己研鑽す
る〉ことに意欲的であった．〈専門分野の学習を
する〉こと，〈興味・関心のある分野の学習をする〉
ことに留まらず，〈新たな知識を習得する〉こと，
〈他分野や苦手分野の知識・技術を習得する〉こと
も挙がっており，具体的には［交渉力について学
びたい］，［特定行為研修に参加する］といった声
が聞かれた．総じて【専門性の高い知識を習得す
る】ための取り組みへの関心が高いことが明らか
になった．〈根拠のある知識や技術の習得〉，〈看
護研究に取り組む〉，〈事例を振り返る〉といった
【看護実践を意味づける】ことの必要性について
の言及もあった．
また，〈部署の業務改善を行う〉，〈後輩指導や育
成を行う〉，〈学習会を開催する〉ことを通して【部
署の改善・向上にむけて取り組む】意欲が見られ
た．
［部署異動して様々な経験］をしたい，［進学］
したい，［大学で単位を取得］したいといった【キャ
リアアップに挑戦する】こと，【組織や職種を越え
て連携する】ことなど，新しいことに取り組みた
いという意欲もみられた．［他の看護師の考えや
看護観を聞きたい］や［他職種との連携・協働す
る］という意見に加え，〈他病院と情報や意見を交
換する〉ために，［見学］だけではなく，［転職］
という選択肢も挙がっていた．
②管理者が考える中堅看護師が取り組むべきこと
40 コード，18 サブカテゴリー，⚖カテゴリーで
構成された(表⚔)．⚖つのカテゴリーは【医療
チームの一員として行動する】【専門性を高める】
【理論と実践を結びつける】【看護観を明確にする】
【視野を広げる】【キャリアを考える】であった．
管理者は中堅看護師に〈医療チーム内で連携す
る〉，〈他部署と連携・交流する〉，〈社会常識を後
輩に教える〉ことを通して【医療チームの一員と
して行動する】ことを期待していた．
また，〈自己研鑽に励む〉，〈積極的に研修に参加
する〉ことで【専門性を高める】こと，〈看護理論
の基盤を持つ〉，〈看護研究を行う〉ことで【理論
と実践を結びつける】など，看護師としての基盤
を作り，成長していけるような取り組みを期待し
ていた．
〈社会情勢を知る〉，〈雑誌や新聞等を読む〉と
いった普段からの心掛けだけでなく，〈部署異動
して経験を積む〉，〈院外の研修に参加する〉，〈学
会に参加する〉，〈外部施設と交流する〉といった
【視野を広げる】ことを通して，【キャリアを考え
る】ことを期待していた．そのためにも，中堅看
護師が〈看護を語る〉，〈看護観を育む〉ことを通
して，自身の【看護観を明確にする】ことに期待
していた．
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表 3 中堅看護師が今後取り組みたいこと
表 4 管理者が考える中堅看護師が取り組むべきこと
⚒)調査⚒：フォーカスグループインタビュー
中堅看護師 13 名に依頼文書が配布され，⚗名
からインタビュー参加に同意が得られた．⚗名へ
のフォーカスグループインタビューを⚑回行っ
た．インタビュー時間は 66 分であった．
⑴ 対象者の属性
⚗名の看護師経験年数の平均は 9.7±3.3
(5.9-13.9)年であった．
⑵ インタビュー結果
インタビューの逐語録から意味内容のまとまり
を単位としてコードを抽出し，サブカテゴリー，
カテゴリーを形成した．以下，カテゴリーを【 】，
サブカテゴリーを〈 〉，コードを［ ］で示す．
得られた結果を①中堅看護師とはどのような看護
師か，②外部施設との連携に分類した．
①中堅看護師とはどのような看護師か
34 コード，⚙サブカテゴリー，⚕カテゴリーで
構成された(表⚕)．⚕つのカテゴリーは【看護実
践の中心となる】【後輩を指導する】【部署の改善・
向上を牽引する】【周囲から中堅看護師と見なさ
れる】【一律に語ることが難しい】であった．
中堅看護師は［患者に対する看護展開を進めて
いくリーダーの役割］，［チーム全体を見ていく役
割］，［先輩と後輩の中間の立場として意見を聞い
たり，まとめ役］を行うとして，自分たちを【看
護実践の中心となる】存在として自覚していた．
［プリセプターになる］，［新人を教育する］，［研
究や勉強会など色々と指導する立場になってきて
いる］ことから，中堅看護師は〈新人や異動者へ
の支援や指導ができる〉【後輩を指導する】役割が
あることを認識していた．その中で［指導しなが
ら指導に関することの学びを深めていく時期］と，
役割を通して自身も学んでいるという認識があっ
た．
［他者の意見を聞きながら自分なりに考えて，
前向きな検討を皆でしていくのが役割］や［役割
を率先して自分達で進めていく役割］とし，意識
して〈委員会や役割で部署を牽引する〉〈勉強会や
研修を企画・運営する〉などして【部署の改善・
向上を牽引する】ことがわかった．
［周りからすると中堅看護師にあたる］［中堅看
護師って声をかけられたが若干違和感がある］な
ど，本人の自覚に関わらず【周囲から中堅看護師
と見なされる】現状があることがわかった．そこ
には［出産と育児で途中結構休んだ］［復帰後は⚑
度ラダーレベルが下がった］などライフイベント
の影響により本人の自覚と他者の認識に差がある
ことがわかった．また，［病院に 30 代以上の看護
師があまりいない］や［病棟は若い世代が多いの
で，⚕年目以降になると中堅みたいな扱いになる］
など，〈病院や部署の状況から定義される〉のが中
堅看護師という認識に至った．さらに［自分は中
堅初心者という感じで色々勉強しなければならな
い］［中堅という言葉がすごく曖昧］という意見か
ら，中堅看護師には〈いくつかの段階がある〉こ
と，［中堅に当たる人数が絶対的に少ない印象が
強い］との声も聞かれ，〈モデルが少なくイメージ
しづらい〉とし，中堅看護師を【一律に語ること
が難しい】と考えていた．
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表 5 中堅看護師とはどのような看護師か
②外部施設との連携
18 コード，⚘サブカテゴリー，⚕カテゴリーで
構成された(表⚖)．⚕つのカテゴリーは【部署以
外を知る機会が少ない】【新たな視点や情報を希
求する】【目的を持って交流する】【地域で患者を
支える関係を作る】【研修や学習会を公開する】で
あった．
外部施設との連携に関しては，［他の病院でど
ういう事がやられてるか全然知らなかった］［小
さめの病院なので，うちの病院しか知らない人も
多い］など，〈他病院について知る機会が無い〉現
状が明らかになった．また，［ずっと病棟で働い
ているので，殆ど外部の病院とか，外来とか，在
宅とかもあんまり関わりがない］など，そもそも
〈他部署と関わる機会が少ない〉こともわかり，【部
署以外を知る機会が少ない】ことを実感していた．
そのうえで，［もっと広い目で見て，新しい事どん
どん取り入れてったら良いのに］や［私達みたい
な中堅の看護師が，どんどん新たな情報とか違っ
た情報を仕入れて，それを病院に返していけば，
病院としても発展していける］という意見や，［一
回辞めて違う病院を見て，戻りたかったら戻って
働こうかなってずっと思ってた］という意見が挙
がり，中堅看護師は【新たな視点や情報を希求す
る】ことが明らかになった．
［同じ年代でも良いし，中堅看護師とか，若しく
は同じ勉強だったり，その分野で学んでいるス
タッフに対して他の病院と話し合える機会がもっ
とあったらお互いきっとより良くなる］や，［普段
抱えているジレンマだったり悩みとかを話し合え
たら良い］，［他の病院との関わりというか，顔を
見てお互いに話し合いができる場が持てたらな］
と，〈共通点のある看護師と話したい〉という声か
聞かれた．また，［専門領域の看護師が集まって，
お互いの病院で何やってるのかを話し合えるとこ
ろがあれば良い］［(地域で定期的にある領域の会
合で)発表させてもらったことがあり，その時は
刺激になった］など，〈専門領域の情報を共有した
い〉という意見も聞かれ【目的を持って交流する】
ことを希望しているとわかった．
さらに，［地域に患者を帰して行かなきゃいけ
ないので，やっぱり顔の見える関係性を作るって
いうのはすごく大事だなと思ってます］や，［全道
の色んな病院が集まる機会があり，自分達が頑
張ってそれで終わりではないので，連携ってすご
い大事なんだなって思った］と【地域で患者を支
える関係を作る】ことの大切さを実感していた．
今回のインタビューには様々な設置主体の病院
からの参加者があり，規模の大きな病院や公的病
院の参加者に対し［外部向けの研修や学習会など
をもっと告知してもらえると嬉しい］との要望が
あがり，札幌市内の病院に【研修や学習会を公開
する】ことへの期待が寄せられた．
表 6 外部施設との連携
⚕．考察
⚑)病院における中堅看護師研修
病院で実施している研修は新卒者研修，プリセ
プター研修がともに 100％であった．これは，
2010 年の保健師助産師看護師法および看護師等
の人材確保の推進に関する法律の改正により，新
人看護職員研修が努力義務となったこと9)，法改
正を受け新人看護職員研修ガイドラインが完成し
たこと10) が影響していると考えられる．中堅看護
師が受講経験のある研修としても新卒者研修が
95.0％と最も高く，各病院において新卒者への支
援が充実していることがうかがえた．
一方，中堅看護師研修を実施していると回答し
た管理者が 92.9％なのに対し，中堅看護師研修を
受講した経験があると回答した中堅看護師は
42.5％であった．中堅看護師研修の対象者を⚓～
⚔年目看護師とする病院，⚘年目以上の看護師と
する病院など様々であり，本研究の質問紙に回答
した中堅看護師が研修の対象外であった可能性が
考えられる．また，研修の内容もジェネラリスト
コースとしての看護倫理や，看護管理に関するも
のなど様々であったことから，回答者が中堅看護
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師研修と認識していない可能性も考えられる．
中堅看護師が参加できる研修を増やすことで，
その学習意欲を満足させたり，新たな知識や技術
習得，視野拡大のきっかけになると考える．また，
中堅看護師が研修を受講しやすい環境を整えるこ
とが支援として重要だと言える．さらに，それら
の研修が中堅看護師のためのものであること，組
織の中堅看護師への期待や支援といった意向があ
るということを伝えることが重要だと考える．
⚒)中堅看護師のキャリア形成における課題
中堅看護師は【周囲から中堅看護師と見なされ
る】中で，【後輩を指導する】，【部署の改善・向上
を牽引する】などして，自身が【看護実践の中心
となる】存在であることを自覚していくことがわ
かった．先行研究では，「中堅の認識と婦長から
の期待との関係において，ズレが多くみられる結
果となった11)」との報告がある．また，渡邉は中
堅看護師が退職に至る背景として仕事・役割の認
識と葛藤を挙げ，「中堅として責任を果たそうと
役割負担を感じながら12)」働くとしており，中堅
看護師と周囲との認識の不一致を少なくすること
が重要であると言える．
本研究において，中堅看護師が考える自己の課
題には，【医療チームの一員としての役割を果た
す】ことや【必要な知識や技術を習得する】こと
が挙がっており，部署において実践の中心を担う
上で，喫緊の課題として日々実感しているものと
考える．また，日々の業務に追われる一方で，ラ
イフイベントによる生活環境の変化があり，【時
間を確保する】ことや，【学習意欲や積極的な姿勢
を継続させる】ことは中堅看護師の年代にとって
大きな課題と言え，特徴の一つであると考える．
一方，管理者は【自律的な思考や行動が出来る】
【社会人としての基本姿勢を身につける】【専門職
としての自覚を持つ】といった，社会人として，
専門職としての基本的な部分を課題として挙げ
た．中堅看護師のうちにしっかりとした基盤を作
ることを期待したものと考える．管理者が中堅看
護師の課題として挙げた【看護観を確立する】【他
分野を知る】はその方策の一つと考える．
実践力の向上を目指す中堅看護師と専門職とし
ての自律を期待する管理者の認識に大きなずれは
無いと考える．中堅看護師が希望する研修への参
加機会や活躍の場を設けるなどの支援が有効であ
ると思われる．しかし，日々の業務や家庭事情の
狭間で，〈時間をうまく調整する〉こと，〈キャリ
アと家庭や育児を両立させる〉ことが目前の課題
である中堅看護師もいる．現状維持や小休止も選
択肢であることを中堅看護師自身や周囲が理解す
ることが大切である．その場合，管理者が挙げた
〈事例を通して看護倫理を考える〉，〈他職種と事
例を深める〉など，日々の実践の中で可能な取り
組みを行うと良いと考える．また，中堅看護師の
状況や気持ちに変化があり，ステップアップした
いと考えたタイミングを逃さずに，新たな選択肢
を提示したり，背中を押すことが管理者の役割だ
と考える．
⚓)看護コンソーシアムにおける中堅看護師の
キャリア支援
中堅看護師が必要だと考える連携は他職種が
86.3％と最も多く，次いで病棟間 68.8％，病院間
61.3％であった．医療の機能分化と地域連携が推
進される中，病院で働く者として患者の希望を実
現するために地域を知る必要があることを日々実
感していると思われる．部署において実践の中核
を担う中堅看護師が，患者を中心に他職種や他病
棟，他病院との連携を重視するのは妥当と考える．
中堅看護師が今後取り組みたいこととして，〈他
部署で経験を積む〉や〈大学等へ進学する〉，〈他
職種と連携・協働する〉，〈他病院と情報や意見を
交換する〉が挙がっており，看護コンソーシアム
という多施設共同体の中で【組織や職種を越えて
連携する】ことは，中堅看護師のニーズに叶って
いると考える．また，管理者も中堅看護師が【他
分野を知る】ことを期待しており，看護コンソー
シアムにおける中堅看護師支援は一つの機会にで
きると考える．
中堅看護師は【部署以外を知る機会が少ない】
ことを実感しており，【新たな視点や情報を希求
する】と共に，共通点のある看護師と【目的を持っ
て交流する】ことを希望していた．キャリア形成
において共通の課題を持つ中堅看護師同士が施設
を越えて，共に研修を受け，交流できる場を設け
ることには意義があると考える．
また，看護系大学との連携が必要としたのは看
護師長が最も高く 89.5％であった．管理者は中
堅看護師に〈看護理論の基盤を持つ〉こと，〈看護
研究を行う〉ことを期待しており，看護系大学が
得意とする理論や研究といった学術的な側面での
協働を希望していると考える．看護コンソーシア
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ムにおいては，看護系大学も共同体の一部である．
看護師の人材育成が看護基礎教育から始まってい
ることを考えると，中堅看護師を支援することが
大学や学生に及ぼす効果は大きい．教員や学生に
臨床現場との繋がりをもたらすだけでなく，リア
リティを持った学習を可能にする．さらに，臨床
現場や中堅看護師と繋がる学習を経験した学生
が，将来は同様に後輩学生を支援してくれること
を期待する．看護コンソーシアムにおいては，各
施設が得意分野や特徴を発揮することで，より良
い人材育成やキャリア支援を実現することが出来
ると考える．
⚔)本研究の限界
本研究は看護コンソーシアム構築に関心を示し
た病院を対象としたため，札幌市内の病院全体の
状況を反映した結果とは言えない．
⚖．結論
看護管理者が中堅看護師のキャリア支援の一環
として期待する看護コンソーシアムにおける活動
は，中堅看護師のキャリア形成における課題や
ニーズと合致することが示唆された．施設を越え
て，共に研修を受け，交流できる場を設けること
には意義がある．
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フレーム・ピクセル情報に基づく映像構成要素の変換による
非現実的な実写映像生成表現手法
藤 木 淳
札幌市立大学大学院デザイン研究科
抄録：本研究では任意の実写映像から非現実的な実写映像を生成する表現手法の開発を目指
している．本稿では，映像内のフレームの差分やピクセルの輝度情報等から映像内の部分あ
るいは全体の時間軸や位置，大きさを変換することによる⚕つの表現手法とその結果につい
て述べる．
キーワード：非現実的実写，ピクセル，フレーム，アルゴリズム
Expression techniques to produce unrealistic real video images
based on transforming video elements by using frame or pixel information
Jun Fujiki
Graduate School of Design, Sapporo City University
Abstract: This study was performed to develop expression techniques to produce unrealistic
real video images from arbitrary real video images. In this report, we describe five expression
techniques to change the partial or entire time axis or position or size in a video image based
on properties such as differences in video frames and brightness information of pixels, and we
show the results of these changes.
Keywords: Unrealistic real video, Pixel, Frame, Algorithm
⚑．緒言
実写映像において非現実的な表現が用いられる
ことがある．テレビ番組や映画における非現実的
表現の例として，NHK E テレ番組「ピタゴラス
イッチ1)」における「こんなことできません」のコー
ナーでは，コマ撮りした画像を繋げることにより
実体験では有り得ない映像を作りだす．映画「マ
トリックス2)」では，被写体周囲に複数のカメラを
並べて，アングルを動かしたい方向にそれぞれの
カメラを順番に連続撮影するバレットタイムと呼
ばれる技術を用い，被写体が停止または低速で動
作した状態でカメラアングルが任意な速度で動く
映像を作り出している．これらの表現の起源は，
古くは映画創世記の実験映像表現に見ることがで
きる一方で，現在においても作業の多くは，制作
者の経験と勘を頼りに手作業で編集作業を行った
り，専用のプログラムや装置を用いたりして実現
している．
メディアアート分野において，岩井の「マシュ
マモニター3)」および「マシュマロスコープ4)」は
映像の時間軸をプログラミングで操作することに
より現実とは異なる時間や空間を作りだす映像イ
ンスタレーションを発表している．松村の
「Rabbit Mirror5)」では，過去の自分のスローモー
ションが急速に現在の自分に追いついてくる映像
の変化を一定の周期で表示する．岡田6) は「Time
Scanner」「Delay Mirror」「Traces」の作品におい
て同様に映像内の時間軸を操作することによる映
像インスタレーションを制作している．これらの
作品では，入力映像に対して文脈に依存せずに一
定のルールを繰り返し適用することにより非現実
的な映像に変換する．
一方，著者はこれまで⚓次元コンピュータ・グ
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ラフィックス(CG)において違和感を生み出す複
数の表現手法を開発してきた．具体的にはシチュ
エーションに依存しないマッチング結果の適用7)，
スクリーン内の局所的⚒次元解釈の適用によるだ
まし絵表現8)⚙) である．本研究では，従来映像メ
ディアアートにおけるアプローチを拡張し，著者
のこれまでのアプローチであるマッチング法や局
所的解釈法を映像内のフレームやピクセル情報に
用い，時間軸や位置，大きさを変換する．変換後
も前後フレームの連続性が維持されることで，あ
る程度の文脈を考慮した非現実的映像が創成可能
になると考える．
⚒．研究の目的と意義
本研究は，従来および新規的な非現実的映像表
現を創成可能な表現手法の確立を目的とする．そ
の目的達成のため，本研究では，映像内のフレー
ムやピクセル情報を基に，映像内の部分あるいは
全体の時間軸や位置，大きさを変換する表現手法
を開発する．本手法が従来および新規的な非現実
的映像が生成可能となることを検証し考察する．
これまでの映像生成では，制作者の経験と勘を
頼りに⚑つ⚑つの映像作品を手作業で編集する場
合が多かったが，本アプローチにより短時間で複
数の高品質な非現実的な実写映像を得ることが可
能となることを期待する．また，本アプローチか
ら従来アプローチでは実現できない新規的な映像
表現を創出できる可能性がある．これにより表現
分野の発展に寄与することを期待する．また，人
工生命研究が生命を模倣することにより生命とは
何かを探るアプローチをとることと同様に，人間
の感情を揺さぶる表現手法から，時間や美という
ものの概念を探るきっかけとなる可能性があると
考える．
⚓．⚕つの表現手法
本研究では映像内のフレームの差分やピクセル
の輝度情報等から映像内の部分あるいは全体の時
間軸や位置，大きさを変換することによる表現手
法を開発する．本稿ではこの考えに基づき考案し
た⚕つの表現手法と本手法をプログラムで実装し
任意の映像に対して適用した結果について述べ
る．本研究手法を適用した出力結果映像は著者
ホームページから閲覧可能である10)11)．
⚑)特定色領域の変化量に基づくフレームの再構
成
映像を構成する各フレームにおいて，直前のフ
レームとの特定色ピクセル領域の面積変化率の符
号が変化する，すなわち，面積変化率の微分値が
⚐となるフレームを抽出し結合する．映像内の指
定色に該当する領域が直前のフレームとほとんど
同じ大きさとなるフレームのみを取り出すことを
想定した処理である．
図⚑と図⚒に本手法を適用した出力映像の例を
示す．図⚑では青四角で囲われた被写体がフレー
ムに対して位置固定された状態で，常に赤矢印の
方向に回転している様子を示している．図⚒では
青四角で囲われた被写体がフレームに対して位置
固定された状態でほとんど運動しないまま，背景
が赤矢印の方向に進行している様子を示してい
る．現実世界では重力の影響により宙に浮いた物
体は落下するが，図⚑では被写体が宙に浮いたま
ま回転しているような映像が生成されている．ま
た，現実世界では歩幅に応じて移動するが，図⚒
では被写体が立ったまま移動しているような映像
が生成されている．
⚒)輝度移動変化量に基づく再生速度の変化
各フレームにおいて輝度の移動変化量に応じて
再生速度を変換する．具体的には，各ピクセルに
おいてピクセルの座標位置に輝度値を掛け合わせ
た合計値から前フレームの合計値との差を算出
し，その差分量に応じて再生速度を変換する．映
像内の任意対象の移動に応じて再生速度を変換す
ることを想定した処理である．
図⚓と図⚔に本手法を適用した出力映像の例を
示す．図⚓と図⚔における青矢印が変換前の被写
体の軌道，赤矢印が変換後の被写体の軌道を示し
ており，いずれの矢印の長さは速度を示している．
現実世界ではボールは物理法則に従いバウンドす
るが，図⚓では地面に衝突後に飛び上がる瞬間，
急激に加速し，ボールのバウンドが誇張されたよ
うな映像が生成されている．同様に，図⚔ではブ
ランコの揺れの最大速度が通常よりも速く，ブラ
ンコの揺れが誇張されたような映像が生成されて
いる．
⚓)類似フレームへの再生位置の移動
類似度アルゴリズムを用いて任意のフレームと
類似度の高い他のフレームを見つけ，これらのフ
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レーム間をループ再生する．つまり，開始と終了
が似たフレームとなる映像をループ再生すること
を想定した処理である．
画像の類似度アルゴリズムには，ヒストグラム
比較法や特徴点マッチング法等，複数の手法が提
案されており，近年はこれらの手法をプログラム
ライブラリとして容易に利用可能である．本研究
では画像処理ライブラリである OpenCV12) を利
用し，本手法を映像素材に適用した．図⚕に本手
法を適用した出力映像の例を示す．また，図⚖に
本手法の応用として異なる二つの映像に対して本
手法を適用した出力映像の例を示す．図⚕と図⚖
における赤矢印はいずれも次のフレーム画像に移
る際のカメラの移動経路を示している．現実世界
では階段の段数は有限であるためいずれ最上階に
達するが，図⚕ではいつまでも最上階に達せず，
永遠に続く階段を上っているような映像が生成さ
れている．また，現実世界では人間は身体的な制
約から狭い場所への侵入に限界があるが，図⚖で
はカメラマンが非常に狭い隙間を潜り抜け，一時
的に小人化したような映像が生成されている．
⚔)特定対象の位置と大きさの固定
すべてのフレーム内で特定対象の位置と大きさ
がスクリーンに対して一定になるように各フレー
ムの位置や大きさを変換する．具体的には，追跡
アルゴリズムを利用し，特定対象の領域の大きさ
や中心位置がスクリーン内の指定位置および大き
さとなるように，フレーム全体を移動・拡大縮小
する処理である．本研究では OpenCV の追跡ア
ルゴリズムを利用し，本手法を映像素材に適用し
た．
図⚗に本手法を適用した出力映像の例を示す．
図⚗では青四角で囲われた被写体がフレームに対
して位置固定された状態で，周囲背景が赤矢印の
方向に広がっている様子を示している．通常ズー
ムではズームに応じて被写体の見た目の大きさは
変わるはずが，被写体の見た目の大きさが変化し
ないことにより被写体周囲の空間が膨張している
ような映像が生成されている．また，図⚘に本手
法の発展型として，一連の映像内で特定対象を定
期的に変換した出力映像の例を示す．図⚘では対
象を赤丸で囲った被写体から緑丸で囲った被写体
に変換しており，それぞれの被写体がフレームに
対して位置固定された状態で，被写体の背景が赤
矢印の方向に進行している様子を示している．動
いている被写体が映像内の固定位置にある場合，
鑑賞者はカメラマンが被写体を追いかけているよ
うに認識し，被写体に注意が向けられることがあ
るが，ある瞬間に被写体が固定位置から外れ，い
つの間にか別の被写体が固定値位置となることで
鑑賞者の注意を乱すような映像が生成されてい
る．
⚕)ピクセル単位色変化量に基づく繰り返し再生
時間の変換
フレームを構成する各ピクセルに色相値の変化
量が一定値を超えた時点でのフレーム番号を保持
し，任意時間再生後，保持したフレーム番号から
再生を繰り返す．すなわち，色変化をトリガーと
してピクセル毎に異なる開始時間でループ再生す
る処理である．
図⚙に本手法を適用した出力映像の例を示す．
図⚙では一定間隔で登場する複数の被写体が赤矢
印の方向に移動している様子を示している．現実
世界では同一人物が複数現れることはないが，被
写体である人の複製が個別に移動しているような
映像が生成されている．また，図 10 に本手法の
発展型として，ピクセル毎に再生速度を変換した
出力映像の例を示す．図 10 における赤矢印は被
写体の進行方向であり，矢印の長さは被写体の長
さを示している．現実世界では電車が変形する状
況は通常起こり得ないが，被写体の電車が変形し
ているような映像が生成されている．
⚔．考察
3.1)の手法により，特定色を含む領域とその周
囲との運動にズレが生じることによる違和感を鑑
賞者に与える表現となったことを確認した．3.2)
の手法により，特定対象の運動を誇張する表現と
なったことを確認した．3.3)の手法により，非
ユークリッド空間内の移動や映像撮影者の身体の
変形を鑑賞者に連想させる表現となったことを確
認した．3.4)の手法により，特定色を含む領域の
周囲空間が変形しているように鑑賞者に知覚させ
る表現となったことを確認した．3.5)の手法によ
り，局所領域を移動体が繰り返し運動しているよ
うに鑑賞者に知覚させる表現となったことを確認
した．
それぞれの表現手法が上記の表現を創成可能と
した一方で，映像によっては変換により前後のフ
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レームの連続性を保てず，瞬間移動したかのよう
な好ましくない結果となる場合があることを確認
した．このような結果を改善するために，前後フ
レームがシームレスに繋がるように画像処理によ
りフレームを変換する，あるいは，不連続性の度
合いを考慮しフレームレートを変更する，つまり，
意図して映像全体をコマ送りすることで，連続性
を保つことができる可能性があると考える．ま
た，手法によっては特定の色や繰り返し時間等の
設定パラメタを手動で設定している．パラメタに
よりユーザの応用範囲を広げる可能性があるが，
他方でシステムが鑑賞者に効果的に違和感を与え
るように自動でパラメタを設定し複数の非現実的
映像をユーザに提示可能とすることで，ユーザの
表現の選択肢を効果的かつ短時間に増すことがで
きると考える．そのために，違和感を左右する要
因の特定が今後の課題である．
⚕．結論
本稿では映像内のピクセルやフレームの変化に
着目し，意図する特定の状況をトリガーにピクセ
ルやフレームにおける時間軸や位置，大きさを変
換することで従来および新規的な非現実表現を創
成する⚕つの表現手法について述べた．本手法を
プログラミングで実装し，映像に適用した結果，
狙いとする様々な非現実的表現が創出できたこと
を確認した．変換による前後のフレームの連続性
の維持，ユーザの表現選択肢を効果的かつ短時間
に増すためのパラメタの自動化，および表現の拡
張・探求のために更なる手法の開拓が今後の課題
である．
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図 1 被写体がジャンプと回転を繰り返す映像に対し
て「特定色領域の変化量に基づくフレームの再
構成」を適用した結果映像の一部
図 2 被写体が歩いている映像に対して「特定色領域
の変化量に基づくフレームの再構成」を適用し
た結果映像の一部
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図 3 ボールがバウンドしながら階段を降りていく映
像に対して「輝度移動変化量に基づく再生速度
の変化」を適用した結果映像の一部
図 4 被写体がブランコを漕ぐ映像に対して「輝度移
動変化量に基づく再生速度の変化」を適用した
結果映像の一部
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図 5 カメラマンの視点で建物の階段を上る映像に対
して「類似フレームへの再生位置の移動」を適
用した結果映像の一部
図 6 扉の前に移動し下の隙間を除く映像と扉の先で
起き上がり移動する映像に対して「類似フレー
ムへの再生位置の移動」を適用した結果映像の
一部
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図 7 被写体をズームしている映像に対して「特定対
象の位置と大きさの固定」を適用した結果映像
の一部
図 8 交差点を歩行者が移動する映像に対して「特定
対象の位置と大きさの固定」を適用した結果映
像の一部
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図 9 被写体が移動している映像に対して「ピクセル
単位色変化量に基づく繰り返し再生時間の変
更」を適用した結果映像の一部
図 10 被写体が移動している映像に対して「ピクセ
ル単位色変化量に基づく繰り返し再生時間の
変更」の適用に加え，ピクセル毎に再生速度を
変更した結果映像の一部

質的研究におけるテキストマイニング活用の利点と留意点
―活用研究の検討と頻出単語の特徴をもとに―
町 田 佳世子
札幌市立大学デザイン学部
抄録：本稿では，アンケートの自由記述やインタビューの発話などから得られたテキストデー
タを計量的に分析するテキストマイニングの活用を考察するため，異なる研究領域で発表さ
れた直近の論文を概観し，テキストマイニングを用いてどのようなテキストデータに対しど
のような分析を行ったか，質的分析との併用はあったかを調べた．さらに論文の研究領域や
用いたデータにかかわらず，頻出語に「思う」が出現することを指摘し，その理由を日本語
学の知見から検討した．人間の書き言葉や話し言葉をデータとして用いるテキストマイニン
グにおいては，数字をデータにする計量的分析と異なり，日本語という言語や言語使用に対
する知識と洞察に基づいた入力データの処理が不可欠であることを述べた．
キーワード：テキストマイニング，質的データ，「思う」，頻出語
Advantages and points to consider when applying quantitative text mining to
qualitative Japanese text data:
Based on a literature review of recent studies
and linguistic features of Japanese words
Kayoko Machida
School of Design, Sapporo City University
Abstract: In an attempt to explore advantages of conducting quantitative text mining to
qualitative data, this study examines qualitative research papers published in 2018 from ten
different research fields that have applied text-mining quantitative methods to Japanese
qualitative text data. The review revealed quantitative text-mining was used effectively to
help researchers obtain a general picture of the data and generate key categories. It also
revealed that regardless of the types of data, one of the most frequently used words obtained
by word-frequency analysis was “ think ” or to-omou in Japanese. This study draws on
Japanese linguistics research to explain why “think” appears so frequently in the data. In
Japanese, “ think ” or to-omou has a function similar to a modal verb that moderates a
speakerʼs statement for an interpersonal purpose. This study suggests appropriately
eliminating such words from the data before importing them for analysis.
Keywords: Text mining, Qualitative data, “Omou”, Frequently occurring words
⚑．緒言
質的研究は，質的データ，すなわちアンケート
の自由記述，新聞，書籍，各種文書資料，インタ
ビューや会話を文字化したものなど多くの場合
「容易に数値化できない(あるいはあえて数値化す
ることが，ほとんど意味を持たない)1)」テキスト
型のデータを分析，解釈することでそこに潜む意
味を見いだし，仮説を生成したり理論化を目指す
研究方法である．そのような質的データを分析す
るための分析手法として，KJ 法，グラウンデッ
ド・セオリー・アプローチ，内容分析，SCAT，会
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話分析，談話分析など多様な方法が提唱され，多
くの成果を挙げてきた2～7)．またそれらの分析を
支援するソフトウェアパッケージも開発され活用
されている8)．しかし，数値化されたデータに対
し統計的解析手法を用いて分析する量的研究とは
異なり，質的研究は，「分析法が標準化ないし規格
化されているとは言い難い面9)」もあり，解釈が恣
意的である，その解釈に至った過程が不透明であ
るとの弱点が指摘されることも少なくない10)11)．
また質的分析手法では扱うことのできるテキスト
データの量にも限界があり，データが大規模にな
れば全体像を把握するのは難しく，「人手による
記述内容の分類だけでは，見落としや主観による
偏りが問題になる12)」ことが指摘されている．そ
こで，「多数のサンプル(ひいては母集団)に見ら
れる全体的な傾向について推測することができ
る13)」量的分析の強みを活かし，量的分析を質的
データの全体像の把握や注目すべき部分を探索す
る手段として用いることで，扱えるデータ量の限
界や解釈の恣意性，過程の不透明性を克服してい
くことが提唱されてきた14)15)．さらに同一の質的
データに対し質的分析と量的分析の両方を行い，
互いの結果を相互に比較，補完すれば，より信頼
性のある成果が得られる可能性は大きい16～18)．
その際に量的分析を担うのがテキストマイニン
グである．テキストマイニングとは端的に言えば
「定性的な特徴をもつテキストを定量的に分析す
ること」である19)．アンケートの自由記述やイン
タビューの発話から得られたテキストデータに対
して統計的解析を行い，その中から重要な語句や
単語間の関係を掘りおこす．テキストマイニング
という言葉は 1990 年代半ばから使われるように
なり20)，さらにテキストデータに対し計量的手法
で解析を行うためのテキストマイニングソフト
ウェアパッケージの開発も進んだ．コンピュータ
を使ってテキストマイニングを行えば，人間の手
による質的分析では扱えないような大量の言語
データを量的に整理・分析し，言葉や言葉同士の
関係を掘り出し可視化することができる．それに
よりデータの全体像を把握し，探究の方向を得た
り，解釈の根拠を数学的基礎によって示すことも
可能になったのである21)．それゆえ 2000 年代に
入ると，テキストマイニングによる分析を活用し
た研究が年々増加し22)，今後も研究領域を問わず
多くの質的研究で活用されていくことは間違いな
いだろう．
一方で，テキストマイニングでは「頻度の低い
語は分析できない23)」ため，解釈上重要な語が見
落とされてしまったり，文脈の中におかれた言葉
の意味の解釈は行えない24) という限界がある．ま
たテキストマイニングの分析対象となる質的デー
タは，人間が実際に使用した自然な言語であるが
ゆえの様々な特徴を持つ(1)．そのためコンピュー
タにテキストデータをインポートする際に，研究
目的や研究課題に応じて，「マイニングの目的と
は関係がない，いわゆるノイズになるものを同一
の基準でテキストから除去したり……表記の形式
を統一したりする25)」テキストの「クリーニング
(洗浄)作業26)」が必要となる(2)．インポートする
データをどう整えるか，またテキストマイニング
を活用するとしても，質的データに対し計量的分
析のみでよいのか，それとも質的分析と併用し補
完し合うようにするべきかの選択は分析者の判断
にかかっているのである．従ってテキストマイニ
ングを活用する際には，その利点と留意点を把握
しておくことが必要になる．
そこで本稿は，質的データにテキストマイニン
グを活用することによる分析上の利点や留意点を
考察することを目的として，まずテキストマイニ
ング手法を実際に活用した直近の研究を複数抽出
し，それらが対象とした質的データの種類，テキ
ストマイニングによる分析の内容，質的分析との
併用の有無を調べることでテキストマイニング活
用の現状を把握するとともに，テキストマイニン
グ活用の利点を考える．
次に，分析対象テキストとしての日本語の特徴，
特に「と思う」を取り上げ，テキストマイニング
のソフトウェアにテキストデータをインポートす
る際に研究目的や分析目的に即したデータに整え
ていくことの必要性と留意点を述べる．
⚒．テキストマイニングによる計量的分析
を活用した研究
質的データを扱う近年の研究において，その分
析(または分析の一部)にテキストマイニングの手
法をどのように活用しているかの把握を目的に，
2018 年以降発表された論文の中で異なる研究分
野のものを抽出し，それらについて，⚑)テキスト
マイニングの対象とした質的データの種類，⚒)
用いたテキストマイニングソフトウェアパッケー
ジ，⚓)実際に行った分析，⚔)質的データの分析
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が質的分析とテキストマイニングの併用かテキス
トマイニングのみかをまとめる．抽出には
J-STAGE と CiNii を利用し，検索語として「テキ
ストマイニング」と「アンケート」，「テキストマ
イニング」と「インタビュー」，「テキストマイニ
ング」と「会話」，「テキストマイニング」と「SNS」，
「テキストマイニング」と「インターネット/WEB，
/ウェブ/ウェブサイト」を用い，それぞれで抽出
された結果から，研究領域が重ならないこと，論
文であること(大会発表要旨集などは除外)，質的
データの種類が異なりかつ書き言葉と話し言葉が
同数になることを基準に 10 本の研究を選択した
(表⚑)．研究領域は掲載雑誌名や研究内容から筆
者が判断した．TM のみか併用かの欄の TM は
テキストマイニングを，併用の後の( )の中は質
的分析方法の種類を表し，併用(？)は，結果や考
察から質的分析を併用していることは推測できる
が，質的分析方法の種類については記載がないた
め不明なことを示す．論文の A～E27)28)12)29)30) が書
き言葉を，F～J31～35) が話し言葉を文字化したもの
を分析対象データとしている．
テキストマイニングを用いて実際に行った分析
の種類を見ると，ほとんどの研究が，まずテキス
トデータに頻出する単語を抽出しデータの全体的
な傾向を得ようとしていること，またそれらの頻
出語句が他のどのような単語と結びついて用いら
れているかを共起ネットワークやクラスター分析
を用いて可視化しようとしていることがわかる．
分析者個人が読み解くには多すぎるテキストデー
タの全体像をこのような方法で把握しておくこと
は，分析者が偏った視点に陥ることを回避できる
だけでなく，データの大まかな構造の情報をもと
に質的分析の焦点を絞ったり，併用した質的分析
結果の確認や補完ができるという利点がある．例
えば，論文 F はテキストマイニングによるキー
ワード抽出ののち，それらを含む元の発話から特
に研究目的に合致する発話を選択し質的にコー
ディングを行い，その結果⚖つの特徴を見出し考
察している31)．論文 B は，テキストマイニングの
共起ネットワーク(単語同士の結びつき)で⚔つの
特徴を見出し，元のテキストをそれら⚔つに分類
することで参加者が最も関心をもった事柄をまと
めている28)．論文 G はテキストマイニングだけで
なく，同じデータを KJ 法を用いて分析し，テキ
ストマイニングの対応分析とクラスター分析では
⚓つのクラスターを，KJ 法では⚔つのカテゴリー
を見出した上で，得られたカテゴリーの数は違っ
ても質的・計量的分析の結果に矛盾はなく，それ
ぞれの分析結果は同じ方向を指し示していると述
べている32)．一方で，分析過程においては質的分
析の併用があったかもしれないが，論文上ではテ
キストマイニングによる計量的分析結果のみに基
づいて考察している論文もあり，成果をまとめる
際に分析プロセスをどこまで記載するかは様々で
あった．
元々のテキストデータに対するインポート前の
処理については，詳細に記載しているものとほと
んど記載のないものがあった．どこまで具体的に
記載するかに特段の指標があるわけではないが，
次節で検討するように，インポート前のテキスト
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表 1 テキストマイニングによる分析を活用した論文
データの処理は「分析結果に直接的な影響を与え
る36)」重要なプロセスであるので，結果の信頼性
のためにも詳細な記載が望ましいと考える．
⚓．インポートするテキストデータの整理
の必要性 ─「思う」を例に─
テキストマイニングによる分析の中でよく使わ
れるのが頻出する単語の抽出であることを⚒節で
述べた．頻出語句を抽出すると，テキストデータ
がアンケートの自由記述などの書き言葉であって
もインタビューや会話の話し言葉であっても，「思
う」という単語がリストの上位に出現する場合が
ある．表⚑の論文でも，論文 A(越中他 2018)で
は「思う」の出現頻度は上位 20 語の⚒番目で 59
回(⚑番目は「高学年」117 回)27)，論文Ⅰ(田中
2018)では，ゴッホの絵画鑑賞の会話において上
位 30 語の⚒番目に「思う」が 48 回出現している
(⚑番目は「人」62 回)34)(表⚒)．表⚑以外の研究
においても同様の傾向があり，例えば土肥他
(2018)では頻出語上位 30 語の⚑番目(5,406 回)
に「思う」が出現し(⚒番目は「自習」の 2,754
回)37)，渡邊他(2018)では上位 20 語の⚒番目に「思
う」(54 回)が位置付くなど(⚑番目は「いう」79
回)38)，異なる研究目的で収集されたテキストデー
タにもかかわらず，「思う」が高頻度で出現してい
ることがわかる(表⚒)．その結果，引き続いて行
われるネットワークやクラスター分析，特徴語の
分析においても「思う」は他の語と強いつながり
を示すことになる(3)．
表 2 「思う」の出現頻度
このように全く異なるテキストデータに同じ動
詞が高頻度で生起することから，「思う」が，他の
動詞，例えば「見る」「食べる」「遊ぶ」「分かる」
「感じる」など実質的な動作や思考を示す動詞と
は異なる用法を持つ動詞であると考えることがで
きる．
森山(1992)は，「思う」という動詞について，「一
人称主体の『と思う』が文末におかれた場合，単
に動作としての思考を表すというのではなく，話
し手のとらえ方を表示するという特異な機能を有
している」と述べている39)．そしてこのような用
法での「思う」を「文末思考動詞」と呼び，実質
的な動きを表す動詞と区別する39)．
「思う」が文末思考動詞の用法で使われるのは，
森山(1992)の論旨をおおまかにまとめると，話し
手にとって当該事態の真偽が不確実な場合(「彼は
寝坊したのだと思う」など)と話し手の発話内容
が個人的意見や希望・意向など主観的情報である
ことを示す場合(「とてもよかったと思う」「将来
は研究者になりたいと思う」)である39) (例文は筆
者)．前者は，彼は寝坊したという事柄について，
その真偽については不確実であるという話者のと
らえ方を示し，後者は「とてもよかった」「将来は
研究者になりたい」と言っても命題的意味は変わ
らないが，「思う」を付加することで，話し手はこ
の発話をあくまでも主観的，すなわち一個人とし
ての意見や希望として相手に伝えているという姿
勢を示す．「思う」がこのような姿勢を示すこと
ができるのは，希望の表出(～たい)を「と思う」
に埋め込むと「その発話は話し手が自己を省みる
ことで内面にある希望の存在を知らせる，という
述べ立ての形へ移行する40)」からであり，そのこ
とにより主張をむき出しにせずに相手に伝えるこ
とができる．いいかえれば，「と思う」を付加する
ことで聞き手との関係や場のあらたまり度など発
話の状況に応じた対人的配慮を示すことができる
のである(4)．
「思う」が文末思考動詞の用法で用いられると
き，当該の事柄に対する話し手の不確実性や対人
的な姿勢を示す機能を持つとすれば，テキストマ
イニングの分析対象となるテキストデータの中に
「思う」が頻出するのは当然と言える．アンケー
トの自由記述にしてもインタビューにしても自ら
の意見，見解，希望，意向を述べる場合が多くあ
る．その際書き手・話し手は読み手・聞き手を意
識し，不確実な事柄は不確実であると示し，意見
や意向はあくまで主観的なものであると示して主
張を和らげようとするだろう．その結果「思う」
が多用されることになるのである．
土肥他(2018)では，「思う」が頻出語の最上位に
位置し，⚒番目の単語のおよそ⚒倍の数が検出さ
れていることを述べたが，階層クラスター分析の
結果得られた 10 個のクラスターごとに合計 109
の原文を記載しているので，実際に「思う」がど
のように使われていたかを知ることができる37)．
109 文の中で文末が「思う(思った)」で終わって
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いる文は「ためになったと思う」「必要はないと思
う」「良かったと思う」など 45 文あった．また評
価形容詞の「良い(良かった)」のみに着目すると，
「良い(良かった)」が生起している文は 34 文あり，
その中で良い(良かった)と断定している文が 11
文，良いと思う(良かったと思う)と「思う」を付
加している文が 23 文であった．良い(良かった)
と断定するのではなく「思う」を付加する文が多
いのはアンケートの読み手に対して，「良い」とい
う評価を「個人的な意見としてマークし……主張
を控えめにする41)」という対人的配慮が働いた結
果と考える．土肥他(2018)の研究目的を鑑みると
内容の分析上重要な情報は「～が(～して)良い(良
かった)」という意見の部分であり，文末の「思う」
は分析上なくてもよい語である．人間の手による
分析であれば，文末の「思う」はおそらくほとん
ど注目されなかったであろう．しかしテキストマ
イニングの場合はコンピュータに対して明確に指
示をしなければ，他の動詞と同じ処理を行い，結
果としてデータ全体の中で最もよく使われる単語
として検出され，ネットワークやクラスター分析
など他の分析結果に反映されていくのである．そ
のことを認識した上でインポートの前に「思う」
を除外するか残すかの判断をする必要がある(5)．
コンピュータの自然言語処理の発達に伴い，意
味的・文法的な分析は進化しているが，聞き手や
場の影響の元にある言語使用の複雑さはまだ処理
できない．しかしテキストデータとして収集され
る書き言葉や話し言葉は，読み手・聞き手を意識
した実際の言語使用である．コンピュータを媒介
としたテキストマイニングにおいては，分析者が
日本語という言語の特徴や実際の言語使用にかか
わる知識を元に，インポートするテキストデータ
を整え，分析結果を読み解くことが不可欠である．
樋口(2014)が Lincoln and Guba(1985)からの引用
として述べているとおり，「研究者がたどったデー
タ収集・分析の過程を他の研究者が監査できるか
どうかということを，信頼性の一部である
dependability42)」と考えるのであれば，分析結果
の公表の際にはどのような処理を行ったかを詳細
に記述することが求められると考える．
⚔．結語
本稿では，テキストデータに対して計量的分析
を行うテキストマイニングの活用を考察すること
を目的として，最初に，テキストマイニングを活
用している直近の論文において，どのようなテキ
ストデータに対しどのような分析を行ったか，質
的分析との併用はあったかを調べた．次に論文の
研究領域や用いたデータにかかわらず，頻出語と
して「思う」が抽出されることを示し，その理由
を日本語学の知見をもとに検討した．「思う」は
それを含む文の命題内容に関与しない用法で使わ
れることが多く，そのままデータとして用いると
単語間のネットワーク，クラスター分析，特徴語
分析の結果に影響を与えることを示した上で，コ
ンピュータに入力する前にテキストデータを整え
る必要性を主張した．自然言語をデータとして用
いるテキストマイニングにおいては，分析者に対
して，インポートするデータの処理の段階から結
果の解釈に至るまで常に日本語という言語や言語
使用の知識と洞察が求められること，公表の際に
はインポートしたデータの処理内容を詳細に記載
することが結果や考察の信頼性を担保することを
述べた．
注
(1)インタビューや会話などの話し言葉であれば，言
いよどみ，くり返し，フィラー(ええと，あのーな
ど)，倒置，未完結文が多く出現し，書き言葉であ
れば同じ単語を漢字・ひらがな・カタカナで記述
するなどの特徴がある．
(2)データをインポートした後にノイズとなる語句や
表現を取り除いていくことは多くのソフトウェア
で可能ではあるが，除外や修正が困難であったり
事前処理よりも労力がかかる場合もある．
(3)越中他(2018)27) と勝谷他(2018)12) では，クラス
ター分析の結果に，田中(2018)34) では特徴語の分
析に「思う」が現れている．
(4)小野(1999)は，ある作家が同一のテーマで複数の
作家と対談した際，自分より 30 歳近く年上の作家
との対談では，敬語使用を含むスピーチレベルの
変化とともに，「思う」の出現頻度が他の対談相手
の回に比べ大幅に多いことを報告している43)．
(5)ただしデータ上のすべての「思う」を除外するこ
とが適切ではない場合もある．例えば，同じデー
タ内で「思う」が他の動詞と同じように実質的な
意味をになう用法で用いられている文と文末思考
動詞の用法が混在している場合がある．また田中
(2018)では，「思う」という語句が主観的印象を表
明するアイディアユニットを構成する語句として
重要な意味を持つように34)，研究課題によっては
「思う」の使用状況が分析の重要な手掛かりになる
場合もあるからである．
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パラッツォ・デル・テの「ムーサたちのロッジア」の図像分析
―16 世紀マントヴァ宮廷におけるオルフェウス神話の受容―
望 月 由美子
札幌市立大学デザイン学部＊
抄録：本稿は，北イタリア・マントヴァのゴンザーガ家の離宮パラッツォ・デル・テの「ムー
サのロッジア」(諸芸術の女神ムーサたちの開廊，1525-30 頃)に描かれた伝説上の音楽家，詩
人，預言者であるオルフェウスの神話図像を分析するものである．美しい竪琴の演奏と詩歌
で野獣を従順にさせ，森林や岩石，冥府の神々の心まで揺り動かしたと伝承をもつ詩聖オル
フェウスは，15 世紀の人文主義思想において文化推進者，教育者，また輪廻転生を教義にも
つ秘教の創始者と多面的な人物像で語られた．古代ローマ最大の桂冠詩人でマントヴァ出身
のウェルギリウスもまたオルフェウスと亡き妻エウリュディケーの悲話を『農耕詩』で謳い，
それが 15，16 世紀のマントヴァで都市および都市の支配者ゴンザーガ家を称揚する芸術主
題の一つとなった．本論ではオルフェウスとエウリュディケー，彼女に恋慕した養蜂家アリ
スタイオスを描いた「ムーサのロッジア」の北壁を図像分析し，それが『農耕詩』と『農耕
詩』をもとに 15 世紀末に創作されたアンジェロ・ポリツィアーノの戯曲『オルペウスの物語』
を典拠とすることを確認し，施主であるマントヴァ侯爵フェデリーコ・ゴンザーガ二世を文
芸庇護者，実学技術の推進者と称揚し，さらに愛人イザベッラ・ボスケッティへの愛も表象
した主題であったことを明らかにしていく．
キーワード：オルフェウス，パラッツォ・デル・テ，ロッジア，ゴンザーガ家，マントヴァ，
フェデリーコ・ゴンザーガ二世，ジュリオ・ロマーノ
An iconological analysis of the “Loggia delle Muse” in the Palazzo del Te:
The receptiveness of the orphean myth at the Mantuan Court in the sixteenth-century
Yumiko Mochizuki
School of Design, Sapporo City University
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Abstract: This paper examines the mythological images of Orpheus and his wife Eurydice in
the Loggia delle Muse of the Palazzo del Te, a suburban palace of the Gonzaga Family at
Mantua in the Northern Italy. Orpheus is a legendary musician, poet and prophet in the
ancient myth; Orpheus, playing a lyre and singing, tamed the beasts and stirred the woods or
rocks and the Gods of underworld. In the Renaissance humanism, therefore, he is interpreted
as the allegories of an art-culture promoter, an educator, a sage and a mystic leader of the
Orphism that has the dogma of metempsychosis. At the Gonzaga court during the fifteenth-
sixteenth centuries, through the text of the Georgics, one of the masterpieces of a poet
laureate Virgil who was born near Mantua and was a civic pride, and the text of Fabula di
Orfeo written by Angelo Poliziano in the 15th century, the Orphic myth took the political-
rhetorical role to glorify the Mantuan Gonzaga family and it was also used in the theatrical
＊非常勤講師
⚑．緒言
北イタリアを横断するポー川の支流ミンチョ川
の北 16 km に，北・東・西の三方位を人口湖に囲
まれたマントヴァというコムーネ(基礎自治体)が
ある．1328～1708 年にかけてゴンザーガ家の支
配のもと政治的文化的に繁栄し1～4)，シェイクスピ
アの『ロミオとジュリエット』やヴェルディのオ
ペラ『リゴレット』の舞台となったことでも知ら
れる．
マントヴァは古代・中世を通じてミンチョ川流
域の沼沢を干拓し，小島を徐々に合併して形成さ
れた都市であり，今日見る都市形体にほぼ定まっ
たのは 13～15 世紀の間と言われている．
17 世紀の都市図〔図⚑〕を見ると，マントヴァ
は東西を横切るリオ運河を挟んで南北二つの大き
な島で構成され，南端の城壁外(地図左上部)に第
三の島イーゾラ・デル・テ(テ島)が数本の橋で結
ばれている．15 世紀後半に南北を結ぶ幹線道路
が整備され，北東端に位置するゴンザーガ家の居
城パラッツォ・ドゥカーレ，サン・ジョルジョ城
塞，大聖堂がマントヴァのいわば政治・軍事・宗
教の中心となり，一方，南端のイーゾラ・デル・
テはゴンザーガ家の私有地で私的な避暑地として
利用されたことから，都市構造の文脈上，北と南
で支配者一族の政治生活と私的活動領域を住み分
けた機能をなした5)．
本稿で取上げるパラッツォ・デル・テ Palazzo
del Te(テ宮殿)(1) は，この南郊外にあるゴンザー
ガ家の私有地，イーゾラ・デル・テに建設された
マントヴァ侯爵の別荘である〔図⚒〕〔図⚓〕．
パラッツォ・デル・テは，1525 年頃から 34 年頃
にかけて，第五代マントヴァ侯爵フェデリーコ・
ゴ ン ザ ー ガ 二 世 ( Federico Gonzaga II, b.
1500-d. 40; mar. 1519-40, duca. 1530-40 ) が
ラッファエッロの高弟ジュリオ・ロマーノ(Giulio
Pippi de Ianuzzi, detto Romano, b. 1499-d.
1546)(2) に依頼して，建物から室内装飾のすべて
の制作させたヴィッラ・スブルバーナ Villa
Suburbana(3)，「都市の喧騒を離れた郊外の別荘」
である1)⚒)．竣工当時はマントヴァ侯の愛人イザ
ベッラ・ボスケッティ(Isabella Boschetti, b.
1502 頃-d. 1560)を住まわすための小規模な別荘
として計画され，それが建設途中の段階で，おそ
らくジュリオのプランを気に入った侯爵の意向か
ら，今日の中庭と大庭園を有す壮麗な建造物とし
て拡張されたと推定されている．
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performances, in the visual arts etc. After confirming that three characters ( Orpheus,
Eurydice and beekeeper Aristaeus ) painted in the Loggia delle Muse correspond to the
Georgics, in this study it revealed that the iconographic program celebrated the patron, the
fifth marquis of Mantua Federico Gonzaga II, as eminent patron and promoter of practical
sciences in the consideration of the political and cultural milieu of the marquis. Furthermore,
it is surmised that it represented also his love dedicated to Isabella Boschetti, his consolation.
Keywords: Orpheus, Palazzo del Te, Loggia, The Gonzaga Family, Mantua, Federico Gonzaga
II, Giulio Romano
図 1 マントヴァの都市図(1628)
図 2 パラッツォ・デル・テ 鳥瞰写真
図 3 パラッツォ・デル・テ 外観
本稿はこのパラッツォ・デル・テにある通称
「ムーサたちのロッジア」Loggia delle Muse〔図
⚔〕(4) の北壁に描かれた⚒枚のオルペウスの神話
主題について図像解釈するものである．
図 4 「ムーサたちのロッジア」内部装飾⚑
パラッツォ・デル・テに関する先行研究は，
Carlo dʼArco(1838)6)，Stefano Davari(1904)7)，
Alessandro Luzio(1906)8) らの文献学的調査を嚆
矢とし，20 世紀半ばに入ってからアメリカの著名
な美術史家 Frederick Hartt(1958)の博士論文
『ジュリオ・ロマーノ』9) の出版をもって図像学・
図像解釈学の視点に基づく室内装飾プログラムの
検証がはじめられた．その後，建築史家 K. W.
Forster & R. Tuttle らの建築類型学的研究10)，E.
Verheyen の社会史・文化史的視座による装飾プ
ログラム解釈11)，E. Gombrich の文学的源泉を探
る研究12) など多方面から研究が進み，とりわけ建
物内の「プシュケーの間」「巨人の間」など著名な
部屋については単独で歴史学的・文化史的な研究
調査も行われてきた．
しかし，本稿で取上げる「ムーサたちのロッジ
ア」に関しては，壁面から天井にかけて入念な装
飾プログラムが組まれているにも関わらず，片側
がアーチ意匠で吹き抜けになったロッジア(開廊)
であったため，日光と外気による壁画劣化が著し
く，これまで作品分析の対象から遠ざけられると
いう状況に置かれていた．
とりわけ北壁に描かれた⚒枚の神話画《リラを
奏でるオルペウス》と《アリスタイオスから逃げ
るエウリュディケー(もしくはエウリュディケー
の死)》の損傷は深刻で，壁画中央部分の大きく剥
落した箇所は白い漆喰で塗り込められ，さらに残
されている部分も褪色し，もともとそこに何が描
かれていたのかすら確認困難な状態となってい
る(5)．
ゆえに本論で図像分析を行うに当たっては，当
時の図像状況を知る手掛かりとして，以下の図版
を中心に参照した．①筆者が現地で撮影した写
真，②デュッセルドルフのクンストパラスト美術
館所蔵のイッポーリト・アンドレアージ(Ippolito
Andreasi, b. 1548-d. 1608)による素描「ムーサ
たちのロッジア」のデジタル高画質写真である(6)．
イッポーリト・アンドレアージは，16 世紀後半
にゴンザーガ家に仕えたマントヴァ出身の画家で
ある13)．1560 年代に彼は同じマントヴァ出身で神
聖ローマ皇帝家に仕えた古物研究者・蒐集家の
ヤ ー コ ポ・ス ト ラ ー ダ ( Jacopo Strada, b.
1507-d. 1588)から依頼を受け，パラッツォ・デ
ル・テの建物および室内装飾の模写素描を制作し
たと特定されている11)14)．すなわち，16 世紀のパ
ラッツォ・デル・テの状況を伝える同時代史料と
位置づけられるものである．ゆえに今回，筆者は
クンストパラスト美術館に撮影を依頼してその画
像データを購入し，実際の作品で確認できない壁
画装飾プランの再構成を補う同時代史料としてこ
れを用いることとする．
オルペウス神話についてここで簡単に触れてお
くと，オルペウス(7) はギリシア神話に登場する大
詩人，音楽家でオルペウス教という秘儀の司祭で
ある．彼が竪琴を奏でると森の野獣や木々まで感
動して集まり，森羅万象を動かす超自然的な音楽
の力を有したとの伝承を持つ．一方，森のニンフ
であったエウリュディケーはオルペウスの妻であ
り，森を散歩中，もしくは牧人アリスタイオスに
見初められて逃げる途中，蛇に噛まれて亡くなる．
オルペウスは古代より竪琴の名手にして音楽と
詩の創始者として数多くの著作で称賛されてき
た．古典古代文献の翻訳研究と再評価が高まる，
いわゆるルネサンス人文主義文化が爛熟した
15～16 世紀のイタリア諸宮廷でオルペウス神話
は注目を集め，マントヴァのゴンザーガ家でも 15
世紀後半には宮廷美術に登場し，後にクラウディ
オ・モンテベルディが第四代マントヴァ公爵ヴィ
ンチェンツォ一世のために作曲したオペラ『オル
フェオ』もこの文脈に位置づけられる作品の一つ
であった．
以上を鑑みつつ，はじめに施主フェデリーコ・
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ゴンザーガ二世を取り巻く政治的・文化的状況，
およびパラッツォ・デル・テ建設の動機の一つと
なった彼の愛人ラ・ボスケッタの人物像について
概観し，「ムーサたちのロッジア」の図像分析に
入っていきたい．
⚒．背景
⚑)フェデリーコ・ゴンザーガ二世の政治文化活
動
フェデリーコ・ゴンザーガ二世(以下，フェデ
リーコと記載)は，第四代侯爵フランチェスコ・ゴ
ンザーガ二世( b. 1466-d. 1519, mar. 1484-
1519)と，フェラーラ公の娘で名門エステ家出身
のイザベッラ・デステ(b. 1474-d. 1539)の嫡子
として，1500 年⚕月 17 日にマントヴァで生まれ
る1)⚒)15)．
父フランチェスコ二世が 1519 年⚓月 29 日に他
界した後，同年⚔月⚓日に第五代侯爵に就任し，
父の遺言で 22 歳まで母イザベッラ・デステと叔
父ジギスムント枢機卿を後見人として政治外交の
表舞台に立ちはじめる．また，当時のルネサンス
君主の倣いとしてさらなる政治的栄達，経済利潤
を獲得するため傭兵隊長としても活躍し始め，
1521 年には教会軍総司令官，1522 年には皇帝陸
軍 100 人隊長，1523 年にはフィレンツェ共和国軍
総司令官，1529 年には教皇や仏王と敵対関係に
あったハプスブルク家の神聖ローマ皇帝カール五
世(b. 1500-d. 1556)の皇帝陸軍総司令官をも歴
任する15)．
また，皇帝カール五世と親密な関係を築いて，
1530 年⚔月⚙日には同皇帝より公爵位を授与さ
れ，1531 年には東ローマ帝国の末裔マルゲリー
タ・パレオロゴ(Margherita Paleologo, b. 1510-
d. 1566)と結婚して，1536 年にはパレオロゴ家の
所領地である北イタリアのピエモンテ州モン
フェッラートをマントヴァに併合するなど15)，そ
れまで地方の小宮廷に過ぎなかったマントヴァを
北イタリアの有力宮廷に押し上げ，ゴンザーガ家
の繁栄期を築くこととなる16)．
さらに文化面に関しても，大規模な建造事業に
情熱を注いだことで成功を収めている．フェデ
リーコは 10～13 歳にかけて，ローマ教皇ユリウ
ス二世(位 1503-13)の宮廷で人質として過ごして
おり，1510 年代のローマで活躍したブラマンテや
ラッファエッロ，ミケランジェロら盛期ルネサン
スの巨匠たちによる教皇都市の建設事業や都市計
画，古代ローマ帝国時代の栄華と荘厳さを伝える
遺跡群，ラオコーンなどの優れた古代彫刻コレク
ションを実見し1)⚒)17)，ローマ教皇の権威と富を顕
示する最大の視覚装置が大建設事業であると経験
的に知る機会を得た．
ゆえに親政を開始して⚒年目の 1524 年に，ロー
マの美術界の第一線で活躍していたラッファエッ
ロの高弟ジュリオ・ロマーノをマントヴァに招聘
したのも，このときの文化体験の影響と考えられ
る2)．かつて教皇がラッファエッロに行わせた芸
術事業をラッファエッロの弟子ジュリオに行わせ
ようとした彼の野心とも捉え得るものであり，実
際，フェデリーコは領内の宮殿・別荘・教会堂な
どの造営改築事業，都市土木事業，宮廷主催の祝
祭企画，工芸品のデザイン，タブローや壁画の絵
画制作にいたる宮廷美術全般の総監督をジュリオ
に委任して，歴代君主のなかで群を抜く建築事業
量を遂行した1)⚒)．その文化的成功は後にトス
カーナ大公の芸術家ジョルジョ・ヴァザーリがマ
ントヴァはもはやかつてのマントヴァではなく，
今や「新しきローマ」(1550)18) であると称賛した
言葉に象徴されることとなる．
⚒)愛人イザベッラ・ボスケッティ
歴代ゴンザーガ家君主のなかで，フェデリーコ
は政治面，文化面で傑出した実績を残した人物で
あった．しかし反面，彼の政治判断や人間面の未
熟さについては，Verheyen の研究でも指摘され
ており11)，とりわけ愛人ラ・ボスケッタとの関係
についてはゴンザーガ家の宮廷内でも物議を醸し
出すほどの状況を呈していたことが知られてい
る．
イザベッラ・ボスケッティ，通称 “ラ・ボスケッ
タ” La Boschetta は，北イタリアのサン・チェザー
リオに領地をもつ父ジャーコモ・ボスケッティ伯
と，マントヴァの貴族出身である母ポリッセー
ナ・カスティリオーネの第二子として 1502 年頃
に生まれる．1517 年，カルヴィザーノ伯爵フラン
チェスコ・カウッツィ・ゴンザーガ(Francesco
Cauzzi Gonzaga, conte di Calvisano)と結婚し，
1519～20 年頃にフェデリーコと愛人関係が始
まったときはすでに既婚者であった1)⚒)11)19)．
しかし⚒人の関係はフェデリーコが結婚する
1530 年の直前まで続き，その約 10 年間に三男二
女を儲けている(長子ジョヴァンニ・マリーアの
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みフェデリーコの実子と認知されず，第二子以降，
全員認知されている)19)．
フェデリーコとラ・ボスケッタの関係は半ば公
認のものであったが，次男アレッサンドロをフェ
デリーコの嫡子に据えようとする相続問題を引き
起こすなど，宮廷内で少なからぬ物議を醸し出し，
母イザベッラ・デステからも反対を受けてい
た2)11)．それにも関わらず，フェデリーコはラ・ボ
スケッタを寵愛し，マントヴァ郊外に造営したパ
ラッツォ・デル・テに彼女の部屋を設けて住まわ
せ，ジュリオにラ・ボスケッタの肖像画を聖母像
として⚒枚描かせ，サンタンドレア教会堂の一区
画を彼女の礼拝堂に割り当てて，ジュリオにボス
ケッティ礼拝堂の制作をさせたことも知られてい
る19)．
⚓．パラッツォ・デル・テおよび「ムーサ
たちのロッジア」の建設と構造
冒頭で触れた通り，パラッツォ・デル・テは，
もともとフェデリーコがラ・ボスケッタと過ごす
ために，イーソラ・デル・テに建設させた隠れ家
的な小さな別荘であった．しかしその後，フェデ
リーコの意向で拡張され，君主の来賓を迎えるに
相応しい壮麗な宮殿として完成された建物であ
る．
⚑)制作年と制作者
マントヴァ国立古文書館に残されている一次史
料から，パラッツォ・デル・テの制作期間は 1525
年頃～34 年頃の凡そ 10 年間と推定されており(8)，
「ムーサたちのロッジア」に関しては，一次史料が
乏しく正確な特定が難しいものの，建築考古学的
調査から建物の建設がはじまった 1525～26 年頃
に造営されたと特定されている20)．
壁面の漆喰およびフレスコ画の制作時期につい
ては諸説あり，K. Oberhuber は絵画様式的に見
て 1532 年であると分析しているが21)，ロッジアの
東壁・西壁にフェデリーコが侯爵位(mar.
1519-30)であった時に用いた鷲の紋章が描かれて
いたことから〔図⚕〕〔図⚖〕，彼の公爵昇進より
以前の 1530 年⚔月⚙日以前には完成していたも
のと特定されている1)2)22)23)．
図 5 (左)「ムーサたちのロッジア」壁画
図 6 (右)侯爵家としてのゴンザーガ家の鷲の紋章
つづいて制作者に関しては，一次史料の欠損か
ら先行研究で作品の様式分析に基づき特定が試み
られており，画家カミッロ・マントヴァーノは風
景画24)，リナルド・マントヴァーノは北壁全体と
東西壁のルネッタ)9)20)25)，ベネデット・パーニは北
壁全体と鷲の紋章25) を担当したと特定されてい
る．ただ地方の工人・職人であるため絵画の技量
水準が低いという問題を抱えていたことが指摘さ
れている9)．
⚒)｢ムーサたちのロッジア」の空間機能
建設当初，「ムーサたちのロッジア」はヴィッラ
の玄関門として機能したと考えられており，
ヴィッラ拡張の際に，現在の出入口と同じ西棟中
央に玄関門が移されたと推定されている．
【巻末資料⚑】の平面プランを見ると，「ムーサ
たちのロッジア」から西側に続く居室がラ・ボス
ケッタの私室(「太陽の間」「オウィディウスの間」
「インプレーザの間」)，東側に続く部屋はフェデ
リーコが来賓を接待する公的な広間や居室(「馬の
間」「プシュケーの間」)と公と私の領域が住み分
けられており，「ムーサたちのロッジア」が建物の
用途を上手く分離・連結させる役割を担っていた
ことが理解できる．
実際，パラッツォ・デル・テを訪れた者は，ま
ず主要玄関門をまっすぐ通り抜けて目の前の中庭
に入り，中庭を左に迂回して「ムーサたちのロッ
ジア」から「馬の間」へと入る見学ルートで案内
されていたことも知られている(9)．すなわち，施
主と愛人のプライベートが問題なく確保できるよ
う動線が組まれていた．このとき「ムーサたちの
ロッジア」は見学ルートのいわばスタートライン，
来賓が建物内で最初に目にする装飾空間に位置づ
けられていたと言えた．
⚓)｢ムーサたちのロッジア」の建築様式
「ムーサたちのロッジア」のファサード〔図⚗〕
を見ると三連アーチが設けられ，壁面の仕上げに
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田園的な雰囲気を出すルスティコ(粗面仕上げ)の
石積み様式がとられていることがわかる．
各アーチの中央上部にはキーストーン(要石)が
打 た れ，そ の 上 に 盲 窓 が ト ロ ン プ ル イ ユ
(trompe-lʼoeil，だまし絵)で描かれている．色彩
がかなり飛んでいるが，右側の盲窓には窓辺の植
物と召使の女性，左と中央の盲窓にはガラス窓の
装飾が施され，おそらく漆喰で隆起させ，窓が波
打ったような遊戯的な趣向が凝らされている．
図 7 「ムーサたちのロッジア」外観
⚔)｢ムーサたちのロッジア」の内部装飾構成
ロッジアの内部空間の寸法は，奥行 4.10 m×
幅 12.16 m×高さ 7.80 m の直方体を形成し，屋
根の部分は奥行 4.65 m×幅 12.16 m×高さ 2.34
m のヴォールト vault(丸天井，半円筒天井)を頂
いている(10)．
実際にヴォールトを見ると，方形と T 字型の
幾何学的な格間装飾が見られる．壁面は，東壁・
西壁の双方にそれぞれ木製扉が設置され，その三
角破風上に，先述の侯爵家としてのゴンザーガ家
の鷲の紋章が描かれ，紋章の左右に鷲と戯れてい
るプットーの姿が看取できる．さらに上部のル
ネッタ(半円格間)には太陽神アポロン［東壁］や
ムーサ［西壁］が描かれている〔図⚔〕〔図⚘〕．
北壁を見ると，三区画に分かれ，ファサードの
三連アーチと寸法・形状が照応するアーチ形体を
なしている．その中央区画には東西壁と同様の木
製扉門(旧玄関門)，左右区画にはオルペウス神話
を描いたフレスコ画がある〔図⚙〕〔図 10〕．
図 8 「ムーサたちのロッジア」の内部装飾⚑
「ムーサたちのロッジア」北壁フレスコ画
図 9 (左)《アリスタイオスから逃げるエウリュディ
ケー(エウリュディケーの死)》
図 10 (右)《リラを奏でるオルペウス》
⚔．「ムーサたちのロッジア」の装飾プラ
ン
⚑)西欧におけるオルペウス神話の受容
北壁フレスコ画の図像分析に入る前に，ここで
オルペウス神話が古代から中世にかけて西欧社会
でどのように伝えられ，ルネサンス期のイタリア
宮廷文化，およびゴンザーガ家においていかに展
開し，受容されていたのかを確認したい．
先に述べた通り，オルペウスの人物像として一
般に伝えられているのは，オリュンポス山麓にあ
るトラキア(現バルカン半島南東の歴史的地名，
オリュンポス山北側に位置)に抒情詩の霊感の
ムーサであるカリオペと河神オイアグロス(ある
いは太陽神アポロン)の息子として生まれた大詩
人にして音楽家であり，輪廻転生を教義にもつオ
ルペウス教という秘儀の司祭という点である．竪
琴の名手であるアポロンから与えられたリラ(竪
琴)をオルペウスが奏でると，彼の周りには森の
野獣や鳥，山川草木，岩石まで集まり，森羅万象
を動かす超自然的な音楽の力を有したとの伝承を
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もつ26)．そこから，古代ギリシアのピンダロスは
オルペウスを詩歌の父と讃え(『絵画論』IV：176-
177)，アポロニウスの『アルゴナウティカ』でも
海の怪物セイレーンとの歌合戦に勝利した彼の魔
術的な音楽の力が語られている26)27)．
Scavizzi(1982)は，古代ローマのモザイクやカ
タコンベの装飾，ビザンティン彫像で知られるオ
ルペウス像もしばしばリラの名手として楽器をも
ち，森の野獣や鳥が彼の音楽に魅了され，集まる
様子で表されていたことを指摘している28)．パレ
ルモ考古学博物館に残る古代ローマ時代の床モザ
イク〔図 11〕はその好例である．また時代が下り，
1437 年に彫刻家ルーカ・デッラ・ロッビアが制作
したレリーフ《オルペウス(または音楽の寓意)》
〔図 12〕も，楽器を奏でるオルペウスが鳥獣に取
り巻かれる姿で表されている．
図 11 (左)《オルペウス》，前⚑世紀，モザイク，パレ
ルモ，シチリア州立考古博物館
図 12 (右)《オルペウス(または音楽の寓意)》，14 世
紀，大理石，81.5×69 cm，ジョットの鐘楼北
壁の浮彫，フィレンツェ，大聖堂付属博物館
Cascianell(2015)によると，初期キリスト教美
術ではオルペウス＝キリストと描いた作品も生ま
れ，サン・カッリストのカタコンベの壁画には《良
き羊飼いとしてのキリスト》の場面に《リラを奏
でるオルペウスと動物たち》が描かれていた29)．
キリストの如く，神の真理を謳う古代詩人－古代
神学者としてオルペウスを位置づけた作品といえ
る．
Langedijk(1976)30) や Divizia(2013)26) らの研究
によると，オルペウスはさらに，音楽を通じて文
明化へと導く教育者として道徳化された人物像を
担うようになる．最初にそのことに言及したのは
古代ローマの詩人ホラティウスの『詩論』(391-
400)である．ホラティウスはオルペウスが，①古
代の叡智，賢人にして，②法，秩序，宗教に基づ
く文明社会の最初の創設者であり，③彼の竪琴は
人間の野蛮な性格を文明化へと導く道具としてい
る．イタリア俗語文学の祖とされる大詩人・政治
家ダンテもまた『饗宴』(第⚒章⚑)で，オルペウ
スに完璧な組織者像をみており，野蛮・残忍で非
文明的な人々をその歌声で動かす賢者，非文明者
たちを平和と安寧にみちた社会のなかで統合する
リーダー像を見出していた．
ダンテの讃美者でもあったボッカッチョも『異
教神系譜論』(第⚕巻 12 章)で，オルペウスの音楽
は嵐を鎮め，また猛獣を宥め，彼の詩歌は雄弁の
力をもって獣的な状態の人間を文明人へと変え，
道徳的指導者・教育者と位置づけ，15 世紀の人文
主義者クリストフォロ・ランディーノもオルペウ
スを，市民を導く英邁な理想的君主に准えた．
ゆえに Langedijk の指摘にもあるが，16 世紀の
宮廷美術もこの文脈から解釈されるべきものがあ
り，例えば画家ブロンツィーノが描いた肖像画《オ
ルフェウスとしてのコジモ一世》やフィレンツェ
のメディチ・リッカルディ宮殿中庭に彫刻家バッ
チョ・バンディネッリが制作した《オルペウス象》
はその好例であった．
これらオルペウスをめぐる文化的背景を踏ま
え，以下，ゴンザーガ家の文脈から「ムーサたち
のロッジア」の図像を再考していく．
⚒)ディスクリプションと図像解釈
⑴ 《リラを奏でるオルペウス》(北壁右区画)
それではロッジアの北壁に描かれたオルペウス
主題を見ながら，ディスクリプションと図像分析
に移っていきたい．はじめに右区画〔図 13〕〔図
14〕(巻末資料⚒と⚓も参照)から見ていく．
まず前景左側に猿が一匹，こちら側を見るよう
に台座に座る姿で描かれている．恰も本物の猿と
見間違うようなほぼ実寸大で，壁画と建築構造の
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図 13 図 10 の拡大
境目に描かれており，さらに観者を絵画世界に誘
う視線誘導役を果たしている．
つづいて中景右側にはオルペウスがトラキアの
山麓でリラを演奏している姿があり，美しい音楽
と詩歌に惹かれた動物や樹々，裸体の人間(野蛮・
未開の象徴)が彼を取り囲む牧歌的な情景が表さ
れている．
図 14 イッポーリト・アンドレアージ「ムーサたちの
ロッジア」北壁右側(部分)，1567-68 年頃，素
描，デュッセルドルフ，クンストパラスト美術
館，Inv. No. KA (FP) 10905
オルペウスは初期キリスト教美術のなかで迷う
子羊を導くキリストと同一視されていたことはす
でに触れたが，15，16 世紀の人文主義思想の中で
さらに詩歌と音楽の発明者にして，文化的・精神
的指導者像としても見出され，都市国家君主の理
想的自己像となるイメージも提供していた．
つまり，「ムーサたちのロッジア」におけるオル
ペウス主題もこの文脈から見た場合，フェデリー
コを音楽や文学の学芸庇護者にして，マントヴァ
に政治秩序と安寧を与える英邁なる統治者と喧伝
する含意で描かれていたと分析することができ
る．
筆者はさらにオルペウスが懐柔した野獣のモ
ティーフも重要であると考えており，〔図 15〕〔図
16〕を見ると，彼を取り巻く動物たちは主にアフ
リカ生息の動物たちであることに気がつかされ
る．
図 15 図 14 の部分
図 16 図 14 の部分
例えば〔図 15〕のオルペウスの手前には⚑匹の
豹，〔図 16〕の猿の左奥には雌雄⚒匹の獅子，猿の
右側には⚓匹の恐らくひと瘤駱駝，その後景にア
フリカ象が特定できる．象の右側に二羽の兎(多
産の象徴)も確認できる．
1492 年に始まる大航海時代と共に，16 世紀の
西欧諸宮廷では新たに海を渡って伝えられた見知
らぬ土地の文物や人種，動植物や鉱物に対する蒐
集熱および博物学的関心が高まっていた．マント
ヴァ宮廷でも 1493 年⚔月 22 日，コロンブスがス
ペインに帰国して僅か 30 日後にその大航海の偉
業達成の情報が伝えられていた31)．さらにフェデ
リーコの蔵書にも『アフリカに関する覚書』『スペ
イン人による世界周航』『インドの概史』などの書
物があったことが分かっており32)，新たに情報と
して入ってきた土地や文物に対するマントヴァ宮
廷の知的関心の高さが示されていた．実際，パ
ラッツォ・デル・テ内の「プシュケーの間」にも
アフリカ象とひと瘤駱駝，雌雄の虎と麒がひとき
わ大きく描かれており，まさにフェデリーコの知
的好奇心，関心の強さを示していた．今日の歴史
学的視点から見るならば，このような異国の動物
や文物の表象は，16 世紀の大航海時代に高揚する
博物学的関心を示し，かつ非西欧社会(野蛮，未開，
獣＝教化・支配すべき対象)に対する西欧近代社
会のまなざしとも読み取り得るものであった．
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⑵ 《アリスタイオスから逃げるエウリュディ
ケー(もしくはエウリュディケーの死)》(北壁
左区画)
つづいて左区画〔図 17〕〔図 18〕(巻末資料⚔を
参照)を見ると，後景中央には赤茶の岩肌と所々
に緑の樹々が生えた螺旋状の山が描かれている．
山麓右側には町並みが見え，後景右側に向かって
岩山が続いている．山の左側には牛⚔頭と牧人⚓
名の姿も確認できる．
図 17 図⚙の拡大
図 18 イッポーリト・アンドレアージ「ムーサたちの
ロッジア」北壁左側(部分)，1567-68 年頃，素
描，デュッセルドルフ，クンストパラスト美術
館，Inv. No. KA (FP) 10905
前景に目を向けると，⚔名の人物像の姿がかす
かに見て取れる．右側から男性，幼児，女性⚒名
が描かれており，右側の青年は褐色の肌に巻き毛
をなびかせ，トゥニカ(チュニック)のような貫頭
衣を着て，右手右脚を前方，左手左脚を後方に広
げ，目の前の女性を捕らえようと追いかける姿で
表されているのが見て取れる．二人の間にいる幼
児は愛神アモール(クピード)で，目の前の女性の
ストールを軽く握り，男性の逸る愛欲を暗示して
いる．その前を走る女性は髪を結い上げ，ストラ
(古代ローマの女性の日常着)のような衣装を纏
い，男性を振り払うように右手を高く上げ，左手
でスカート部分をたくし上げながら，必死に川辺
りの草むらを走っている．女性の左足先にはすで
に蛇が絡んで噛みついており〔図 19〕，彼女がこ
の毒蛇に噛まれ命を落とす運命にあることも暗示
されている．また一番左端の女性は，長い髪を緩
やかに背中に垂らし，走り急ぐ女性を見つめなが
ら後ろ向きで川辺に座り，両手で左脇の水甕を抱
えて，泉や河川のニンフ(精霊)であることを示し
ている．
図 19 図 18 の部分
図 20 図 17 の部分
これらの人物群について最初に特定を試みたの
は Hartt である9)．Hartt はこれをオルペウスが
愛する妻エウリュディケーを追いかけている場面
と解釈した．この女性をエウリュディケーと特定
したのは，彼女の足に噛みつく蛇の姿を確認した
からである(現在のフレスコ画からは蛇の姿は確
認できない)〔図 17〕〔図 20〕．
さらに，この文学的典拠をラテン詩人ウェルギ
リウスの『農耕詩』に基づく場面と特定し，牧畜・
養蜂を司る英雄アリスタイオスがエウリュディ
ケーを追い求めた場面と正確に特定したのは
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Verheyen(1977)である11)(11)．
古代ローマ最大の詩人とされるウェルギリウス
はマントヴァ郊外アンデス(現ヴィルジリオ)の出
身であった．そのためマントヴァでは中世自治都
市の時代より，都市の紋章や旗章の図像に用い，
また市内のパラッツォ・ポデスタ(執政長官館)の
外壁に裁判官姿のウェルギリウス像を飾るなど，
都市の文化的誇りとしてきた．ゆえに Verheyen
の説は非常に説得力があり，その後の研究の方向
付けを行うものとなった．
筆者はさらに，この図像の霊感源となった文献
学的典拠として，15 世紀末にゴンザーガ家のため
に執筆された『オルペウスの物語』Fabula di
Orfeo(1471-80 年頃)についても指摘したい．こ
れはメディチ家の著名な人文主義者アンジェロ・
ポリツィアーノ(b. 1454-d. 1494)が第二代マン
トヴァ侯爵ルドヴィーコ二世の次男であるフラン
チェスコ・ゴンザーガ枢機卿(b. 1444-d. 1483)
の依頼を受けて創作した戯曲である．ウェルギリ
ウスの『農耕詩』でのエウリュディケーの死の場
面をもとに戯曲として書き下ろした作品であり，
最初のオペラとも言われているものである26)33)．
このポリツィアーノの戯曲では，ウェルギリウ
スのテクストには無いアリスタイオスの心情が謳
われており，ここでその部分を比較してみたい．
はじめにウェルギリウスの『農耕詩』(IV：
457-459)から見ていくと，
「実はあのとき，彼女はおまえから逃れようと，
川岸に沿って走っていた／その乙女は，行く手
の深い草むらの中に／川岸に巣くう恐ろしい水
蛇がいるのに気づかず，命を失った34)」
つづいてポリツィアーノの『オルペウスの物語』
(128-140)の件を見ると，
「どうか逃げないでおくれ，少女よ
わたしは君を想う友なのだ
この生命と心をもって君を深く愛しているんだ
聞いておくれ，美しきニンフよ〔…〕
愛神アモールよ，僕のところに来てくれ，
僕に君の翼を与えてくれ35)(12)｣
ウェルギリウスの『農耕詩』では簡潔に全体の
流れが掴めるよう死の経緯が描写されていた．一
方，ポリツィアーノの作品では情景以上に登場人
物(アリスタイオス)の心情を伝える描写に重きが
置かれており，『農耕詩』に出てこない愛神アモー
ルも登場していた点が特徴的であった．ここで北
壁〔図 19〕を見ると，必死にエウリュディケーを
抱きとめようと追い求めるアリスタイオスの表情
や身振り，横にいるアモールの姿などはポリツィ
アーノのテクストと非常に重なり合うものであっ
たと言える．
さらにポリツィアーノの戯曲の最後では，オル
ペウス役の歌手が依頼主であるフランチェスコ・
ゴンザーガとマントヴァの栄誉を讃えるラテン詩
を詠み上げる場面設定となっていた．つまり，観
者たちはポリツィアーノの戯曲がゴンザーガ家称
揚の舞台芸術として演出されたものであり，〈オ
ルペウス－ウェルギリウス－マントヴァ－ゴン
ザーガ家の称揚〉へと連想させる政治舞台として
周到に構想されたプロットであることを理解しな
がら鑑賞していたと考えられる．
ゆえに筆者はこのポリツィアーノのテクストが
その後のゴンザーガ家の文化施策に少なからぬ影
響を与えた霊感源，文学的典拠の一つであったと
考えており，「ムーサたちのロッジア」をはじめ，
マントヴァのパラッツォ・ドゥカーレ内「オルペ
ウスの間」にジュリオ・ロマーノの弟子ジョヴァ
ン・バッティスタ・ベルターニが描いた《エウリュ
ディケーとアリスタイオス》もその一例と考えて
いる．
ここでアリスタイオスについても少し述べてお
きたい．アリスタイオスは古代神話のなかで言及
の少ない登場人物であるが36)，その名前はギリシ
ア語でΑριστα ι̃ος(最善の者)を意味し，養蜂やオ
リーヴ栽培，チーズの製造法などの実学，農耕牧
畜の祖と地中海地域で崇敬を集めた存在であっ
た37)．伝承ではアポロンと海のニンフ，キュレ
ネーの間に生まれ，賢きケイロンの洞窟で育てら
れ，ムーサから治療と預言の業を授かったとされ
ている27)．
つまり，オルペウスは〈大詩人－音楽家－目に
見えない高次の知－文明〉を象徴する英雄であり，
野蛮，カオスに秩序を与えるリーダーとして英邁
な文化的君主像を提供するイメージであった．一
方，アリスタイオスは実学教諭者，自然を統治す
る智慧，農耕牧畜の原初段階から効率化・組織化
された段階へと導く人間界の技術者であり，実務
的統治運営能力に秀でた人物像をなしていた．す
なわち両英雄は，第一にフェデリーコを優れた文
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芸庇護者にして，政治秩序と経済繁栄をもたらす
理想的君主像であったと解釈できる．第二に，二
人の愛は死による別離と実らぬ想いを主題とす
る，いずれも悲恋である．これはすでに人妻で許
されない結婚相手であったラ・ボスケッタへの
フェデリーコの実らぬ想い，情熱の葛藤とも相関
する．
またエウリュディケーのイメージについて考え
ると，Newby(1987)の研究から38)，西欧世界では
オルペウスとエウリュディケーの神話がオウィ
ディウスの『変身物語』(X：1-105，XI：1-66)39)，
ウェルギリウスの『農耕詩』(IV：315-587)34) の二
大テクストを通じて広く伝播したことが知られて
いる．オルペウスが毒蛇に噛まれて死んだエウ
リュディケーを再び地上に甦らせるため，リラを
手に冥府に降り(冥府降下譚 katabasis)，冥王ハ
デスと后プロセルピーナ─を音楽と詩歌の力で説
得する．しかし彼女を地上に連れ帰る寸前，冥王
との誓いを破って後ろの妻を振り返ったために永
遠に彼女を失うことになるという悲劇が物語られ
ている26)38)．
Fiorini Galassi(1986)40) は森のニンフ(ドリュア
デス)であった彼女は植物的生命，四季のサイク
ルに関わる周期的な大地の死と再生，地下の産出
力と関連をもち，彼女が蛇(脱皮する性質から死
と再生のシンボル)に噛まれて死去したのも大地
の甦りとの関連を指摘している．さらにエウリュ
ディケーの死(冥府)からの再生(地上への帰還)神
話は，永遠の生命を表象し，君主とその一族の政
治支配の永遠性を表象する政治モティーフとして
利用されていたことも指摘されている．
Cieri Via(1992)41) もまた，15 世紀マントヴァの
宮廷画家アンドレア・マンテーニャが同市内のサ
ン・ジョルジョ城に制作した著名な「絵画の間」
(通称「婚礼の間」；ゴンザーガ家一族の肖像画が
実寸大で壁面に描かれたことで知られる)の天井
に《森の動物たちの前でリラを奏でるオルペウス》
《冥界でリラを奏でるオルペウス》《バッカンテに
殺されるオルペウス》の三連作を描き，ゴンザー
ガ家一族の支配の永続性と繁栄を祈念するもので
あったことを指摘している．パラッツォ・デル・
テのラ・ボスケッタの私室である「オウィディウ
スの間」にもジュリオが描いた《冥界でリラを奏
でるオルペウス》があり，マントヴァ侯爵の文化
施策のなかで，さらにフェデリーコの時代の美術
政策においてもまた好まれた政治的神話の一つで
あったと位置づけられる．
最後に画面後景に聳える山の図像について見て
いきたい．Belluzzi(1998)の研究から，「ムーサた
ちのロッジア」に描かれたこの山の図像が，同じ
パラッツォ・デル・テ内の「馬の間」に装飾され
たフェデリーコのインプレーザ(個人的標章)《オ
リュンポス山》に類似していることが指摘されて
いる23)〔図 21〕．
図 21 (左)オリュンポス山のインプレーザ(パラッ
ツォ・デル・テ内「馬の間」天井格間装飾)
図 22 (右)公爵家としてのゴンザーガ家の鷲の紋章
オリュンポス山のインプレーザは，フェデリー
コが侯爵に就任後より用いていたもので，1530 年
に彼が公爵に昇進した際の公爵の鷲の紋章にもオ
リュンポス山が採用されていた〔図 22〕．オリュ
ンポス山はギリシアの神々の主神ユピテルが治め
る聖山であり，超然と自然界，人間界の影響を受
けず，平穏静謐で衰微も堕落腐敗もない聖域のシ
ンボルであった2)42)43)．Malacarne のインプレーザ
研究から，フェデリーコがおそらくオリュンポス
山をマントヴァの領地と見立て，そこを守る主神
ユピテルを君主フェデリーコと表象したイメージ
であったことも指摘されている42)43)．
つまり，後景の山は〈オリュンポス山－マント
ヴァ－フェデリーコ二世の支配域〉を表象し，エ
ウリュディケー(大地の死と再生，子孫繁栄と永
遠性)とアリスタイオス(産業経済の繁栄)の富を
受ける聖地マントヴァとしてこの情景が捉えられ
ていたとも考えられるものであった．
ゆえに，「ムーサたちのロッジア」におけるオル
ペウス神話の図像はマントヴァの歴史文化とゴン
ザーガ家の文化事業の伝統，さらに古代神話の政
治解釈が進んだルネサンス人文主義の知的所産が
息づいていた．ここを訪れた来賓はこのロッジア
の装飾から目にすることになり，若き君主フェデ
リーコが築いた洗練された宮廷文化を知らしめる
政治的文化的喧伝を想定した入念な図像プログラ
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ムが組まれていたのであった．
⚕．結論
18 歳でマントヴァ侯爵就任後，父の遺言に基づ
き 22 歳まで母親と叔父の後見のもとで政を学び，
その後ようやく親政を始めたばかりのフェデリー
コにとって，オルペウス，アリスタイオス，エウ
リュディケーという神話上の人物たちは若きマン
トヴァ侯の政治的文化的力量，産業育成の実務能
力を称揚する視覚メディアとして，その役割を
担っていた．マントヴァ出身の古代ローマの桂冠
詩人ウェルギリウスとフィレンツェの詩人ポリ
ツィアーノが綴ったオルペウス神話は，ゴンザー
ガ家の文化事業のなかで特別な位置を占め，マン
トヴァの文化的伝統，神聖さを内外に知らしめる
恰好の政治手段にもなった．愛に貫かれたオルペ
ウス主題はまた，施主フェデリーコのラ・ボスケッ
タに対する愛を神聖化するものでもあり，まさに
パラッツォ・デル・テが彼女との愛の巣として造
営されたヴィッラであったことを示唆していたと
言えるだろう．
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注
(1)「テ Te」の語源については諸説あり．Hartt(p.
92, n. 1)9) によると，有力なのは 14 世紀の古文書
に記されたこの地方の方言で「堤防，治水用築堤」
を意味するイタリア語 Teieto(Taieto)を語源とす
る説である．また，かつてこの地を治めたゴート
族の王テヤ(Teja, 551-554)の名前，18 世紀末まで
植栽されていたシナノキ属(ティリエート tiglieto，
ティーリエ tiglie)の森に由来する説もある．
(2)本名ジュリオ・ピッピ・ヤヌッツィ．1499 年頃に
ローマに生まれたことから“ローマ出身の”という
意味で，通称ジュリオ・ロマーノと呼ばれた．
1510 年代初頭頃にラッファエッロの工房に入り，
次第に頭角を現して，絵画・建築・都市計画・遺跡
調査など様々な文化事業を学び，技術を磨いた芸
術家の一人であった2)⚙)．
(3)イタリア語でヴィッラ villa は「別荘」，スブルバー
ナ suburbana は「郊外の，都市周辺地帯の」を意
味する．郊外の別荘は，16 世紀に都市有力者層─
教皇や枢機卿，君主，大銀行家，富裕商人など─の
間で盛んに造営され，施主の英気を養う気晴らし
と憩いの場，散策や狩猟を楽しむ場として利用さ
れた1)2)．
(4)ここは従来 “北側の” ロッジアとだけで呼ばれて
いた．Hartt が天井の小さな学術文芸の女神ムー
サたち44) の漆喰装飾に注目して “Atrio delle
Muse” (ムーサたちのアトリウム)と名付け9)23)，そ
の後 “Loggia delle Muse” と慣例的に呼ばれるよ
うになった．atrio はイタリア語で「柱廊玄関」を
意味する．
(5)Hartt(p.108)は 18 世紀に行われた修復で背景の
風景が本来どう描かれていたのか見分けられない
と指摘している9)．
(6)クンストパラスト美術館の提携会社 ARTOTHEK
の協力のもと，新規で写真撮影して頂いた．
(7)神話上の人物名の表記については高津春繁『ギリ
シア・ローマ神話辞典』(岩波書房)に準拠．
(8)完成までパラッツォ・デル・テの建設段階は大き
く三段階に分かれており，第⚑段階は北棟の小規
模なヴィッラ建設期(1525 末～26 年頃)，第⚒段階
はヴィッラからパラッツォへの拡張期(1526 末頃
～28 頃)，第⚓段階は第⚒段階で室内装飾が終わ
らなかった東棟の「ダヴィデのロッジア」から南
棟 に か け て の 制 作 時 期 で あ る ( 1530 頃 ～35
頃)11)45～47)．
(9)この見学ルートは 1530 年⚔月⚒日にカール五世
がパラッツォ・デル・テを訪れた際の状況を伝え
るルイジ・ゴンザーガの年代記からも知られてい
る48)．年代記には，パラッツォ・デル・テに到着し
た皇帝がまず「馬の間」を通され，つづいて「プ
シュケーの間」「風の間」を見学したことが記録さ
れている．このルートで「馬の間」に入るには
「ムーサたちのロッジア」を必ず経由するため，年
代記に詳細はないが，カール五世がパラッツォ・
デル・テ内で最初に目にした室内装飾は「ムーサ
たちのロッジア」であったと知られている．
(10)以下を参照 Lombardia Beni Culturali：http://
www. lombardiabeniculturali. it/opere-arte/
schede/MN020-00065/ 2018 年 10 月 30 日(アク
セス日)
(11)ウェルギリウスの『農耕詩』34) ではアリスタイオ
スの情熱から逃れようと必死で川岸を走るエウ
リュディケーが草むらの水蛇に噛まれて亡くなる
と記されており，まさに北壁の図像構成と一致し
ている．一方，オウィディウスの『変身物語』39) で
はエウリュディケーの死の場面にアリスタイオス
は登場しない．
(12)「Non mi fuggir, donzella, /chʼiʼti son tanto amico/
e che più tʼamo che la vita e ‘lcore./Ascolta, o ninfa
bella, / [ ... ] / Porgini, Amor, porgini or le tue
ale!｣35)．
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【巻末資料⚑】 パラッツォ・デル・テの平面プラン
(1783 年頃，アントニオ・マリア・カンピ作図に執筆者が加筆)
【巻末資料⚒】 イッポーリト・アンドレアージ「ムーサたちのロッジア」，1567-68 年頃，茶色と灰色のペン，
30.1×66.2 cm，デュッセルドルフ，クンストパラスト美術館，Inv. No. KA (FP) 10905
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【巻末資料⚓】【巻末資料⚒】の部分(北壁右区画)
【巻末資料⚔】【巻末資料⚒】の部分(北壁左区画)
SCU Journal of Design & Nursing
─札幌市立大学研究論文集─
2018 年度投稿要領
2018 年⚕月 29 日改訂
⚑．構成
『SCU Journal of Design & Nursing ─札幌市立大学研究論文集─』(通称ʠD&Nʡ；英文名称ʠSCU
Journal of Design & Nursingʡ)に投稿された原稿は，「原著論文」，「作品」，「総説」，「研究報告・作品報
告」，「研究ノート」，「資料」の種別を付記して掲載する．以下，投稿に係る要領を記載する．
⚒．投稿者の資格
本誌投稿者は，本学の教員，大学院生，非常勤講師および図書館運営会議(以下，運営会議)が執筆を
依頼した者とする．また，修了した大学院生においても在学時の研究論文を投稿することができる．
筆頭著者は原則として上記の投稿資格を有する者とする．投稿資格を有する者は学外の研究者を連名
投稿者にすることができる．連名投稿者は，筆頭著者同様に論文の内容に責任を持つ．
なお，本学教員の所属の記載方法については，大学名「札幌市立大学」の後に，「デザイン学部／看護
学部」「大学院デザイン研究科／大学院看護学研究科」「助産学専攻科」のいずれかを記載する．本学大
学院生の場合は，「大学院デザイン研究科／大学院看護学研究科博士前期／博士後期課程」とする．
⚓．原稿について
⚑)論文等(種類)
原稿の種類は「原著論文」，「作品」，「総説」，「研究報告・作品報告」，「研究ノート」，「資料」とし，
未発表のものに限る．著者は原稿にその種類を明記しなければならない．
【原著論文 Original Articles】
テーマが明瞭で独創性に富み，新しい知見や学術的価値の高い結論が示されている論文．あるい
はデザイン領域における先見性ならびに独創性を保ちつつ，総合的完成度を持つ作品に係る論文．
【作品 Design and Art Works】
先見性と独創性を持ちつつ，総合的な完成度を有する作品であり，合目的性に加え，そのプロセ
スに明瞭な論理的一貫性を持ち，論証を伴うもの．尚，作品は製品化，施工または実施などにより
既に発表されたものに加え，研究的あるいは実験的意味合いから試みられた提案や試作作品を含む．
【総説 Review Articles】
とりあげた主題について，国内外の諸研究を幅広く概観し，その主題について学術的動向，進歩
を示し，今後の方向を展望した論文．
【研究報告・作品報告 Research Reports・Work Reports】
デザイン領域や看護学領域に関する史料，統計，実測，調査・実験などで得られたデータの分析・
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速報を意図し，萌芽的・追試的研究で得られた成果，および文献レビューなど．
【資料 Sources/Information】
調査・実践などで得られたデータや資料そのものに利用価値をもち，とくに仮説検定の意図をも
たずに示したもの．
⚒)構成
原稿の構成は原則として以下の項目を含むものとする．
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ク 12pt とする．数字および英字は原則半角とし，句読点に「, 」(半角コンマ＋半角スペース)および「. 」
(半角ピリオド＋半角スペース)を使用する．
仕上がり原稿は，抄録，本文，図表，注・文献を含めて 16 ページ以内とする．
⚙．原稿作成上の留意点
⚑)原稿は原則として和文(明朝)または英文(Times New Roman)とする．ただし，英文については投稿
前に必ずネイティブチェックを受け，投稿原稿の表紙(様式⚑)の記載欄に英文校正業者名または校
正者名を記載すること．
⚒)原稿には指定の様式により表紙を付し，和文表題，英文表題，著者名および所属，希望する原稿の種
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類，原稿枚数，図表および写真の枚数を書き，キーワード，別刷りの希望部数を記す．
⚓)表題には基本的に副題を付けずに MS ゴシック 14pt で表記し，副題を付す場合には 12pt とし全角
のハイフンで囲むこと．
⚔)著者の所属は，以下のとおり表記すること．
氏名の右肩に1)，2) …を付し，下段に番号順に所属を記載する．本学教員の場合は，大学名「札幌市立
大学」の後に，「デザイン学部／看護学部」「大学院デザイン研究科／大学院看護学研究科」「助産学
専攻科」のいずれかを記載する．本学大学院生の場合は，「大学院デザイン研究科／大学院看護学研
究科博士前期／博士後期課程」とする．筆頭著者の所属は本投稿要領⚒．投稿者の資格を満たすも
の(修了した大学院生は「前大学院デザイン研究科／大学院看護学研究科博士前期／博士後期課程」)
を記載し，札幌市立大学研究論文集の発行時の所属が異なる場合は，欄外に発行時の所属を記載する．
⚕)抄録は全ての原稿について，和文 600 字以内および英文 250 words 以内で論述すること(箇条書きに
しない)．翻訳・校正費用については研究費の執行を可とする．
⚖)各章・節等の見出しには，「⚑，⚒，⚓，…」「⚑)，⚒)，⚓)，…」「(1)，(2)，(3)，…」の順に番
号を付して整理し，頭揃えで記載すること．見出し以外の項目の列挙は見出しで用いたもの以外を
使用する．例えば，「a，b，c，…」「い，ろ，は，…」等．
⚗)図，表および写真は，挿入希望位置を著者自ら指定する．図，写真は原則としてそのまま掲載可能な
明瞭なものとする．カラー図版も掲載可とする．
⚘)図，表および写真の番号・タイトルは，図・写真の場合はその中央下に記載し，表の場合はその中央
上に記載する．使用するフォントは MS ゴシック 9pt とする．
⚙)学位論文を基に投稿する場合は，注の前に「※本論文は○○年札幌市立大学大学院○○研究科博士論
文を加筆，修正し，新たな内容を加えたものである．」を記載する．
10)注は，情報を追加したり，詳しく説明したりする場合につける．複雑な情報，無関係な情報，本質か
ら外れる情報は含めない．⚑つの注には⚑つの考えのみを記す．本文の該当箇所の右肩
に(1)，(1)(2)，(1～4) の番号で示し，文献の前に注(Notes)の項を設け，一括して番号順に列記する．
11)文献は本文に関わりあるもののみ記載し，参考文献は記載しない．本文中に引用箇所を明記し，記載
様式は以下の通りとする．文献は「文献」とし「引用文献」等とは表記しない．文献番号は本文中に
記載された順に番号を付すこととする．
①文献は本文の引用箇所の右肩に1)，1)2)，1～4) の番号で示し，本文の最後に一括して引用番号順に列記す
る．
②直接引用(原文をそのまま抜粋して引用するもの)は，40 字以内であれば鍵括弧(英語論文の場合は
ダブルクオーテーションマーク)で囲んで，直接文章内に組み込む．また，40 字以上の直接引用文
は，ブロック引用する(その部分を本文から離して引用する)．
直接引用を行った場合，文献の引用箇所のページ数も文献リストに記載する．
③文献の著者が複数いる場合は，著者全員の氏名を記載する．
④記載方法は下記例に従う．
【雑誌】著者名：表題 ─副題─．雑誌名 巻(号)：掲載頁，発行年(西暦)
例⚑)坂倉恵美子，中村洋子，吉本照子，増地ますみ：看護婦の心肺蘇生法実施に対する意識調査
─成人，子供，高齢者に対する実施意思と関連要因─．北海道大学医短期紀要⚔：25-35，
2001
例⚒)Sperling, R.: Frequently asked questions about OASIS: Answers from a rural agency
participant. Home Healthcare Nurse 15(5): 340-342, 1997
例⚓)Anderson, A. K., Christoff, K., Panitz, D., De Rosa, E., Gabrieli, J. D. E.: Neural correlates of the
automatic processing of threat facial signals. Journal of Neuroscience 23: 5627-5633, 2003
【単行本】著者名：表題 ─副題─．編者，書名．出版社名，出版社所在地，pp. 掲載頁，発行年(西
暦)
例⚔)上田礼子：ライフサイクルと保健活動の実践 ─周産期・乳児期・小児期─．出版科学研究
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所，東京，p.184，1985(直接引用の場合)
例⚕)大滝純司 編：OSCE の理論と実際．篠原出版新社，東京，2007(本全体を参考にする場合，
ただし，本書について本文中において言及する．)
例⚖)村本淳子，二村良子：看護教育と OSCE．大滝純司 編，OSCE の理論と実際．篠原出版新
社，東京，pp.83-90，2007(編者と著者が別の場合，特定の章を引用する場合)
【翻訳本】著者名(訳者名 訳)：書名，出版社名，出版社所在地，pp. 掲載頁，発行年(西暦)
例⚗)ジョン C 3 世 ベイラー，フレデリック モステラー(津谷喜一郎，折笠英樹 監訳)：医
学統計学の活用．サイエンティスト，東京，pp.125-126，1995(直接引用の場合)
【ホームページ等】
例⚘)文部科学省：「学校における教育の情報化の実態等に関する調査結果」2006
http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/18/07/06072707.htm 2013 年⚗月 19 日(アクセ
ス日)
⑤一つの論文から複数箇所を引用する場合，注で引用箇所を特定すること．文献の場合，文献リスト
には文献名のみ記載し，論文の場合は全体のページも記載すること．
⑥上記に該当しない文献の記載方法については，運営会議が協議し決定する．
10．著作権
⚑)他者の著作物(評価尺度や資料)を使用する場合には，その著作者／版権所有者への手続きを終えて
から投稿すること．
⚒)本研究論文集に掲載された論文等の著作権は公立大学法人札幌市立大学に所属するものとする．
11．電子情報公開
採択された原稿が電子情報(学内機関リポジトリ等および学外の公的媒体等)にて開示されることを了
承の上，投稿することを掲載条件とする．なお，これに伴い DOI を付与することとなるため留意するこ
と．
12．別刷り
著者の希望に応じて，別刷りを有償で提供する．希望する著者は，投稿時に希望部数を投稿原稿の表
紙(様式⚑)に記して申し出ること．
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編集後記
雪解けとともに一斉に花々が開花する季節を迎えました．「SCU Journal of Design &
Nursing ─札幌市立大学研究論文集─ 13 巻」が皆様のお手元に届く頃には，北海道にも短い
夏が到来し，青い空が大きく広がる気持ちのよい季節になっていることでしょう．
さて，本論文集には，原著論文⚑件，研究報告⚒件，研究ノート⚓件，計⚖件の論文を掲
載することができました．これも本論文に積極的にご投稿くださいました教員の皆様，また
論文の査読にご協力いただきました皆様のおかげと，ジャーナル編集委員一同，心より感謝
申し上げます．札幌市立大学らしさが詰まったこの論文集が広く公開され，本学の教育およ
び研究活動への理解の一助になることを願っております．
ひき続き，発刊に向けたご協力をよろしくお願いいたします．
SCU ジャーナル編集ワーキング長 川 村 三希子
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